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第１９章 

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの降誕 

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

MahqPaiTaSTvQa TaTk-MaR Gaù| 
  ivicNTaYaàaTMak*-Ta& SauduMaRNaa" ) 
Ahae MaYaa NaqcMaNaaYaRvTk*-Ta& 
  iNaraGaiSa  b]øi<a GaU!TaeJaiSa )) 1 )) 

 
süta uväca 

mahé-patis tv atha tat-karma garhyaà 

vicintayann ätma-kåtaà sudurmanäù 

aho mayä nécam anärya-vat kåtaà 

nirägasi brahmaëi güòha-tejasi 
 
  sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; mahé-patiù—王; tu—しかし; atha—こう

して（家に戻る途中）; tat—その; karma—行為; garhyam—忌まわしい; vicintayan—そのように

考えている; ätma-kåtam—彼自身によって為されて; su-durmanäù—非常に意気消沈して; aho—

ああ; mayä—私によって; nécam—極悪な; anärya—野蛮な; vat—〜のような; kåtam—して; 

nirägasi—過失のない者に; brahmaëi—ブラーフマナに; güòha—重大な; tejasi—その力強い者に。 
 
 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「王（マハーラージャ・パリークシット）

は宮殿への道すがら考えていた――なんの欠点もなく、あの力みなぎるブラーフマナにしたこ

とは極悪非道としか言えない、と。そのためかれは沈みきっていた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 敬虔なパリークシット王は、あの力強い、そしてなにも悪いことをしたわけでもないブラー

フマナに対してたまたましてしまった不適切な仕打ちを後悔しています。そのような悔いは、

かれのような謙虚な人物には自然なことであり、だからこそそのきもちが、偶然だとしても犯

してしまった罪から献愛者を救ってくれるのです。献愛者はもともと欠点のない人たちです。
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献愛者が偶然に犯してしまう罪は誠実に悔やまれますし、主の恩寵もてつだって、献愛者によ

ってなされたすべての罪はどれも後悔という火で焼きつくされるのです。 

 

第第第第２２２２節節節節    
    

Da]uv& TaTaae Mae k*-Tadevhel/Naad( 
  durTYaYa& VYaSaNa& NaaiTadqgaaRTa( ) 
TadSTau k-aMa& ùgaiNaZk*-TaaYa Mae 
  YaQaa  Na  ku-Yaa|  PauNarevMaÖa )) 2 )) 

    

dhruvaà tato me kåta-deva-helanäd 

duratyayaà vyasanaà näti-dérghät 

tad astu kämaà hy agha-niñkåtäya me 

yathä na kuryäà punar evam addhä 
    

 dhruvam—確実で間違いない; tataù—だから; me—私の; kåta-deva-helanät—主の命令を無視し

たため; duratyayam—非常に困難な; vyasanam—大災難; na—〜ではない; ati—非常に; dérghät—

はるかかなた; tat—それ; astu—そうなるように; kämam—心の底から望む; hi—確かに; agha—

罪 ; niñkåtäya—自由になるために; me—私の; yathä—そうすることで; na—決して〜ない; 

kuryäm—私がそれをするように; punaù—再び; evam—私がしたように; addhä—直接。 
    

 （パリークシット王は考えた）「至高主の教えをないがしろにしてしまった私は、近い将来、

必ずなにがしかの困難な状況に落とされるはずだ。いま私は大きな不幸がやってくることを心

から望む。そうであってこそ、あの罪な行ないから解放され、そして同じまちがいを繰りかえ

さないのだ」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高主は、ブラーフマナと牛は必ず守られなくてはならない、と命じています。主本人が、

ブラーフマナと牛のために良いことをしたいと強く願っています（go-brähmaëa-hitäya ca）。

マハーラージャ・パリークシットはもちろんそのことをよく知っていましたし、だから力強い

ブラーフマナを冒涜してしまったことで主の法則によって必ず罰せられるし、近い将来、なに

か大きな困難が自分に起こることを予想していました。そしてなにかさしせまった大災難が家

族ではなく自分に起こることを望んでいます。一人の人間のまちがった行為がその家族全員に
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悪い影響を及ぼすものです。ですからマハーラージャ・パリークシットは、自分だけに災難が

起こることを望んでいるのです。自分だけが苦しむことで、さらなる罪が抑えられるし、同時

に自分が犯してしまった罪は打ちけされ、自分の子孫が苦しむことがありません。責任感ある

献愛者はそう考えるものです。献愛者の家族も、その献愛者の主への献愛奉仕の結果を分かち

合うことができます。マハーラージャ・プラフラーダは自分の献愛奉仕によって、悪魔の父親

を救いました。家族内の献愛者の息子は、最大の恩恵、あるいは主からの祝福です。 

 

第第第第３３３３節節節節    
    

AÛEv raJYa& bl/Ma*Ök-aeXa& 
  Pa[k-aeiPaTab]øku-l/aNal/ae   Mae ) 
dhTv>ad]SYa PauNaNaR Mae_>aUTa( 
  PaaPaqYaSaq DaqiÜRJadevGaae>Ya" )) 3 )) 

    

adyaiva räjyaà balam åddha-koçaà 

prakopita-brahma-kulänalo me 

dahatv abhadrasya punar na me 'bhüt 

päpéyasé dhér dvija-deva-gobhyaù 
    

 adya—この日; eva—まさしくそのことで; räjyam—王国; balam åddha—力と富; koçam—宝庫; 

prakopita—〜に燃やされて ; brahma-kula—ブラーフマナ社会によって ; analaù—火 ; me 

dahatu—私を焼きつくすように; abhadrasya—不吉な; punaù—再び; na—〜ではない; me—私に; 

abhüt—起こるように; päpéyasé—罪深い; dhéù—知性; dvija—ブラーフマナ達; deva—至高主; 

gobhyaù—そして牛。 
    

 私は、ブラーフマナの文化、神の意識、牛の保護をないがしろにするような野蛮で罪深い男

だ。だから私の国、力、富がすべて、ブラーフマナの怒りの火で焼きつくされることを望む。

将来、私がこのような不吉なふるまいを繰りかえさないためにも。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 発展的な人類文化は、ブラーフマナ文化、神の意識、牛の保護に支えられています。商業、

貿易、農業、工業による国の経済発展は、この原則にもとづいて利用されるべきであり、それ

ができなければ、たとえ経済が発展しても社会を堕落させるばかりです。牛を守る、とは、神
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の意識に人々を導くブラーフマナ文化を育てるという意味であり、それができれば完璧な人間

文化が築かれます。カリ時代は高尚な生活原則を滅ぼすための時代であり、マハーラージャ・

パリークシットが世界にカリの権化がはびこることに頑強に抵抗したあとでも、カリ時代の影

響はその機が熟したときに現われ、マハーラージャ・パリークシットほどの屈強な王でさえわ

ずかな飢えと渇きに挑発され、ブラーフマナ文化を軽視してしまったのです。パリークシット

王はその偶発的な一連の出来事を嘆き、自分の王国、力、富の蓄積もブラーフマナ文化をない

がしろにした罰として焼きつくされればいい、と考えています。 

 富や力がブラーフマナ文化の高揚、神の意識、牛の保護のために使われなければ、その国も

家庭も神の意志で滅んでいきます。世界に平和と繁栄を望むのであれば、私たちはこの節から

学び取らなくてはなりません。すべての国、すべての家庭は、自己を浄化させるブラーフマナ

文化、自己を悟るための神の意識、そして完璧な文化を維持する最善の食糧である牛乳を得る

ための牛の保護のために努力しなくてはなりません。 

 

第第第第４４４４節節節節    
    

Sa icNTaYaiàTQaMaQaaé*<aaed( YaQaa 
  MauNae" SauTaae¢-ae iNa‰RiTaSTa+ak-a:Ya" ) 
Sa SaaDau MaeNae Naicre<a Ta+ak-a‚ 
  Nal&/   Pa[Sa¢-SYa  ivri¢-k-ar<aMa( )) 4 )) 

    

sa cintayann ittham athäçåëod yathä 

muneù sutokto niråtis takñakäkhyaù 

sa sädhu mene na cireëa takñakä- 

nalaà prasaktasya virakti-käraëam 
    

 saù—彼、王; cintayan—考えている; ittham—このように; atha—今; açåëot—聞いた; yathä—〜

として; muneù—聖者の; suta-uktaù—息子によって語られた; niråtiù—死; takñaka-äkhyaù—蛇鳥

と関連して; saù—彼（王）; sädhu—良いこと; mene—受けいれた; na—〜ではない; cireëa—非常

に⻑い時間; takñaka—蛇鳥; analam—火; prasaktasya—過度に執着している者にとって; virakti—

無関心; käraëam—原因。 
    

 王がこのように悔やんでいたとき、聖者の息子が放った呪いの言葉が具体化し、やがて蛇鳥

に噛まれて死ぬという知らせが届いた。王はこれを吉報と受けとめた。世俗の物事に対して無
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関心になれる機会として捉えたからである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ほんとうの幸せは、精神的な境地で、あるいは誕生と死の繰りかえしを終わらせることで得

られます。その誕生と死の繰りかえしは、神のもとに帰るだけで止めることができます。物質

界では、頂点の惑星（ブラフマローカ）に到達しても、誕生と死の繰りかえしから抜けだすこ

とはできませんが、それでも人々は完璧な境地を得る道を受けいれようとしません。完璧な境

地に辿りつく道を歩けば、私たちはすべての物質的執着から解放され、やがて精神的な国に入

るにふさわしい質を得ることができます。ですから、極貧状態にいる人こそ、物質的に恵まれ

ている人よりも解放されるにふさわしいと言えます。マハーラージャ・パリークシットは主の

偉大な献愛者でしたし、神の国に入るにふさわしいほんものの候補者ではありましたが、世界

の皇帝という物質的利点は、精神界で主の交流者の一人になるという完璧な境地に到達する妨

げになっていました。主の献愛者だったかれは、ブラーフマナの少年の呪いを賢いものがする

こととは思いませんでしたが、結果的に政治と社会から身を引くことになったのですから、自

分に対する祝福として考えました。シャミーカ・ムニも起こってしまったことを嘆きはしまし

たが、王が神のもとに帰る準備ができるように、自分の義務として王にすべてを伝えました。

シャミーカ・ムニは王に伝えました――愚かな、そして我が子でもあるシュリンギはたしかに

力をそなえたブラーフマナだったけれども、精神的な力を誤用し、まちがった方法で王を呪っ

てしまった。蛇の屍をぶらさげた王の行為は、死んでつぐなうほどの冒涜ではなかったけれど

も、呪いを破棄するすべはなかったため、王は１週間以内に死ぬ準備をしなくてはならない―

―と。シャミーカ・ムニと王はどちらも自己を悟った魂です。シャミーカ・ムニは神秘主義者、

マハーラージャ・パリークシットは献愛者。ですから、二人の自己の悟りに違いはありません。

どちらも死を恐れていなかったのです。マハーラージャ・パリークシットはムニを訪ねて謝罪

することはできましたが、ムニが深く後悔し、その思いで、死は避けられないことを自分に伝

えてきたのですから、かれのまえに姿を見せればムニに恥をかかせることになる、と考えまし

た。ですから、死を受けいれよう、そして神のもとに帰るそなえをしよう、と決心しました。 

 人の一生は神のもとに帰る機会、あるいは物質存在から、すなわち誕生と死の繰りかえしか

ら抜けだす機会です。ですから、ヴァルナーシュラマ・ダルマには、すべての男女がその目標

を達成するために訓練を受けます。言いかえれば、ヴァルナーシュラマ・ダルマ制度は、サナ

ータナ・ダルマ、つまり永遠の本務としても知られているということです。ヴァルナーシュラ

マ・ダルマは私たちが神のもとに帰っていく心がまえを持つよう導き、そして世帯者はヴァー
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ナプラスタとして森に入り、完璧な知識を身につけ、必ず直面する死のまえにサンニャーサを

受けいれるよう命じています。パリークシット・マハーラージャは、７日以内に死に直面する

ことを告げられました。しかしふつうの人々にとって、死は避けられないとはわかっていても、

確かな日にちはわかりません。愚かな人々は、必ず死ぬという事実を忘れ、神のもとに帰るそ

なえもすることはありません。そして、食べ、飲み、そして愉快に暮らすという動物まがいの

生活をし、生涯を無駄にしてしまうのです。カリ時代の人々はそのような無責任な生活に埋も

れていますが、それはブラーフマナ文化、神の意識、牛の保護を非難する罪な望みがそうさせ

ているのであり、その責任は国が負うことになります。国はこの３つの項目を高めるための収

入源を確保すべきであり、そうすれば人々は死にそなえることができるようになります。それ

ができる国こそ、ほんとうの福祉国家です。インドは、人間生活の窮極目標である神の国につ

いてなにも知らない物質主義的な国々をまねるよりも、理想的な行政⻑官であるマハーラージ

ャ・パリークシットの例に従わなくてはなりません。インドが理想とする文化が衰退すれば、

インドはもとより、外国でも文化的生活は衰退していくのです。 

 

第第第第５５５５節節節節    
    

AQaae ivhaYaeMaMaMau& c l/aek&- 
  ivMaiXaRTaaE heYaTaYaa PaurSTaaTa( ) 
k*-Z<aax(iga]SaevaMaiDaMaNYaMaaNa 
  oPaaivXaTa( Pa[aYaMaMaTYaRNaÛaMa( )) 5 )) 

    

atho vihäyemam amuà ca lokaà 

vimarçitau heyatayä purastät 

kåñëäìghri-seväm adhimanyamäna 

upäviçat präyam amartya-nadyäm 
    

 atho—こうして; vihäya—捨て去っている; imam—これ; amum—そして次 ; ca—もまた; 

lokam—惑星; vimarçitau—判断されたすべてのもの; heyatayä—劣っているため; purastät—上に; 

kåñëa-aìghri— 主 、 シ ュ リ ー ・ ク リ シ ュ ナ の 蓮 華 の 御 足 ; seväm— 超 越 的 な 愛 情 奉 仕 ; 

adhimanyamänaù—すべての達成の中の最大の達成を考える者; upäviçat—堅く座った; präyam—

絶食のために; amartya-nadyäm—超越的な川（ガンジス川あるいはヤムナー川）のほとりで。 
    

 マハーラージャ・パリークシットは、クリシュナ意識に心を専念させるため、自己の悟りの
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ためにあるすべての方法を捨て、ガンジス川のほとりにしっかりと座った。クリシュナへの超

越的な愛情奉仕こそが、他のすべての方法に優る最高の達成だからである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットのような献愛者にとって、物質界の惑星は、たとえ頂点に

あるブラフマローカであっても、太古の主、根源の人格主神・主クリシュナシュリー・クリシ

ュナの惑星であるゴーローカ・ヴリンダーヴァナに比べれば、目ざすべき場所ではありません。

地球は、宇宙にある無数の物質惑星の一つであり、さらにマハトゥ・タットヴァのなかには無

数の宇宙が存在しています。献愛者は、主と主の代表者、すなわち精神指導者あるいはアーチ

ャーリャから「無数の宇宙にある惑星はどこも献愛者が住むにはふさわしくない」と教わって

います。献愛者はいつも、ふるさとに、神のもとに帰りたいと願っていますが、それは、無数

のヴァイクンタ惑星の一つ、あるいは主シュリー・クリシュナの惑星であるゴーローカ・ヴリ

ンダーヴァナで、召使い、友人、両親、あるいは主の恋人という立場で主との交流者の一人に

なるためです。これらの惑星はすべて、精神界・パラヴョーマに永遠に位置されており、そこ

は、マハトゥ・タットヴァ内にある「原因の海」の反対側にあります。マハーラージャ・パリ

ークシットは、これまで積み重ねた敬虔な行ない、そしてヴァイシュナヴァという高貴な献愛

者家系に生まれたことで、このような情報はすでに知っていましたから、物質惑星にはなんの

関心もありませんでした。現代科学者は、機械を使った物質的な方法で月に行こうとしていま

すが、この宇宙の頂点にある惑星のことなど想像さえできません。しかし、マハーラージャ・

パリークシットのような献愛者にとって、月のこと、いいえ、物質界など眼中にありません。

ですから、この日までに死ぬ、とつきつけられたとき、ハスティナープラ（デリー）の都市を

流れる超越的なヤムナー川の岸辺で食を絶つことで、主への超越的な愛情奉仕に対する決意を

さらに強めました。ガンジス川もヤムナー川もアマルテャー（amartyä・超越的）な川であり、

ヤムナー川は次の理由で、より崇高な神聖な質に満ちています。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

Yaa vE l/SaC^¥qTaul/SaqiviMaé[‚ 
  k*-Z<aax(iga]re<v>YaiDak-aMbuNae}aq ) 
PauNaaiTa l/aek-aNau>aYa}a SaeXaaNa( 
  k-STaa&  Na  SaeveTa MairZYaMaa<a" )) 6 )) 
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yä vai lasac-chré-tulasé-vimiçra- 

kåñëäìghri-reëv-abhyadhikämbu-netré 

punäti lokän ubhayatra seçän 

kas täà na seveta mariñyamäëaù 
    

 yä—〜であるその川; vai—いつも; lasat—〜と共に浮かんでいる; çré-tulasé—トラシーの葉; 

vimiçra—混ぜ合わされて; kåñëa-aìghri—主、シュリー・クリシュナの蓮華の御足; reëu—埃; 

abhyadhika—吉兆な; ambu—水; netré—〜を運んでいるもの; punäti—神聖化する; lokän—惑星; 

ubhayatra—上下、あるいは内外の; sa-éçän—主シヴァと共に; kaù—ほかの誰か; täm—その川; 

na—〜しない; seveta—崇拝する; mariñyamäëaù—いつ何時でも死ぬ者。 
    

 その川（王が絶食のために座ったガンジス川）は、主の蓮華の御足につく埃とトラシーの葉

が混ざり合った吉兆な水となって流れていた。ゆえに、その水は三界の内も外も、主シヴァや

ほかの半神たちでさえも神聖化していた。したがって、死ぬ定めにある者はだれでも、この川

に保護を求めなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットは、７日以内に死ぬという知らせを受けとったあと、すぐ

に家族生活から離れ、ヤムナー川の神聖な岸辺に向かいました。通説ではパリークシットはガ

ンジス川の岸辺に身をゆだねたと言われていますが、シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミ

ーの見解では、その場所はヤムナー川だとされています。地理的状況を考慮すると、シュリー

ラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーの説のほうがより正確と考えられています。マハーラージャ・

パリークシットは当時ハスティナープラに住み、それは現在のデリー付近であり、ヤムナー川

はその都市のなかを流れています。王は宮殿のすぐまえを流れるヤムナー川を選んだ、と考え

るのが自然です。また神聖化させる力については、ヤムナー川はガンジス川よりも主クリシュ

ナと直接に関係している点が挙げられます。主は、この世界で崇高な娯楽を始めたときから、

ヤムナー川を神聖化しています。父ヴァスデーヴァが、ゴークラという安全な場所を求めて赤

ん坊の主クリシュナを抱き、マトゥラー側からヤムナー川をわたろうとしていたとき、主は川

のなかに落ちましたが、その瞬間にヤムナー川は主の蓮華の御足の埃によって神聖になりまし

た。この節で特に述べられているように、マハーラージャ・パリークシットは、トラシーの葉

がついている主クリシュナの蓮華の御足の埃を含んで美しく流れるその川に身をゆだねました。

主クリシュナの蓮華の御足にはいつもトラシーの葉がついているため、主の蓮華の御足がガン
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ジス川やヤムナー川の水と触れると、どちらもすぐに神聖化されるのです。しかし主は、ガン

ジス川よりもヤムナー川と強いつながりを持っています。シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァ

ーミーが『ヴァラーハ・プラーナ』の言葉を引用しているように、水そのものはガンジス川も

ヤムナー川も違いはありませんが、ガンジス川の水が100倍神聖化されると、それがヤムナー

川と呼ばれる、と言われています。同じように、他の経典では、ヴィシュヌの名前を1,000回

唱えることはラーマの名前を１回唱えることに等しく、主ラーマの名前を３回唱えることはク

リシュナの名前を１回唱えることに等しい、とされています。 

 

第第第第７７７７節節節節    
    

wiTa VYaviC^Û Sa Paa<@veYa" 
  Pa[aYaaePaveXa& Pa[iTa ivZ<auPaÛaMa( ) 
dDaaE Mauku-Ndax(iga]MaNaNYa>aavae 
  MauiNav]Taae    Mau¢-SaMaSTaSa(r)" )) 7 )) 

    

iti vyavacchidya sa päëòaveyaù 

präyopaveçaà prati viñëu-padyäm 

dadhau mukundäìghrim ananya-bhävo 

muni-vrato mukta-samasta-saìgaù 
    

 iti—こうして; vyavacchidya—決心して; saù—その王; päëòaveyaù—パーンダヴァ兄弟にふさ

わしい子孫; präya-upaveçam—死ぬまで絶食するために; prati—〜に向けて; viñëu-padyäm—（主

ヴィシュヌの蓮華の御足から流れ出している）ガンジス川の岸辺で; dadhau—みずからを投げ

だした; mukunda-aìghrim—主クリシュナの蓮華の御足に; ananya—逸れることなく; bhävaù—

精神; muni-vrataù—聖者の誓いと共に; mukta—〜から解放されて; samasta—あらゆる種類の; 

saìgaù—交流。 
    

 パーンダヴァ兄弟の子孫としてふさわしい王は、ガンジス川の岸辺に座って死ぬまで絶食す

ることを堅く決意し、解放を授ける唯一の方である主クリシュナの蓮華の御足にみずからを捧

げた。こうして、あらゆる俗世とのつながりと執着すべてから離れ、聖者の誓いを受けいれた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ガンジス川の水は、神も神々も含んだ三界全体を浄化します。その水が人格主神ヴィシュヌ
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の蓮華の御足から流れ出しているからです。主クリシュナはヴィシュヌ・タットヴァの源です

から、その蓮華の御足は、王によって犯されたブラーフマナに対する冒涜を含むどのような罪

からでも救います。ですからマハーラージャ・パリークシットは、あらゆる種類の解放を授け

てくれる主シュリー・クリシュナの蓮華の御足を瞑想する決意をしました。ガンジス川、ある

いはヤムナー川のほとりは、主をいつも思う機会を提供してくれます。マハーラージャ・パリ

ークシットはいっさいの物質的かかわりから身を引き、主クリシュナの蓮華の御足を瞑想しま

したが、それこそが解放への道です。物質的な関係を絶つのは、それ以上罪を犯さないことを

指しています。そして、主の蓮華の御足を瞑想するのは、昔の罪の結果から解放されることを

指しています。物質界は、知りつつ、あるいは知らないうちに罪を犯してしまう世界であり、

その一番いい例が、罪のない、敬虔な王と認められていたマハーラージャ・パリークシット自

身です。そのようなまちがいを犯すきもちはまったくなかったかれでしたが、冒涜の犠牲にな

ってしまいました。そしてその結果として呪われましたが、主の偉大な献愛者だったことから、

そのような苦境でさえやがて好都合な状況に変わりました。生きているかぎり罪は犯さない、

と思うべきであり、そのためにも、逸れることなく主の蓮華の御足を思っていることが大切で

す。そのような思いを持つ献愛者には必ず主が救いの手をさしのべ、解放に向かう道を着実に

進めるよう導き、やがてその献愛者は主の蓮華の御足に辿りつきます。献愛者が思いがけず罪

を犯してしまったとしても、主は身をゆだねた魂をあらゆる罪から救ってくれるのであり、そ

のことが経典のなかで次のように確証されています。 
    

sva-päda-mülaà bhajataù priyasya 

tyaktäny abhävasya hariù pareçaù 

vikarma yac cotpatitaà kathaïcid 

dhunoti sarvaà hådi sanniviñöaù 

『シュリーマド・バーガヴァタム』（第11編・第５章・第42節） 

 

第第第第８８８８節節節節    
    

Ta}aaePaJaGMau>auRvNa& PauNaaNaa 
  MahaNau>aava   MauNaYa"  SaiXaZYaa" ) 
Pa[aYae<a TaqQaaRi>aGaMaaPadeXaE" 
  SvYa& ih TaqQaaRiNa PauNaiNTa SaNTa" )) 8 )) 
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tatropajagmur bhuvanaà punänä 

mahänubhävä munayaù sa-çiñyäù 

präyeëa térthäbhigamäpadeçaiù 

svayaà hi térthäni punanti santaù 
    

 tatra—そこに ; upajagmuù—到着した ; bhuvanam—宇宙 ; punänäù—神聖化できる者達 ; 

mahä-anubhäväù—偉大な心; munayaù—思想家達; sa-çiñyäù—彼らの弟子達と共に; präyeëa—ほ

とんど; tértha—巡礼の場所; abhigama—旅; apadeçaiù—〜を⼝実に; svayam—個人的に; hi—確か

に; térthäni—巡礼の場所すべて; punanti—神聖化する; santaù—聖者達。 
    

 そのとき、弟子たちをともなった偉大な心の持ち主や思想家たち、さらにただ居るだけで巡

礼を神聖化させられる聖者たちが、巡礼の旅と称してその場に終結してきた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 マハーラージャ・パリークシットがガンジス川の岸辺に座ったとき、その知らせは宇宙全体

に広まり、この出来事の重大さがわかった偉大な心の聖者たちが、巡礼を⼝実に集まってきま

した。巡礼地で沐浴するためではなく、じつはマハーラージャ・パリークシットに会いに来た

のでした。かれら自身が巡礼地を神聖化する力をそなえているのですから。大衆は巡礼地に集

まり、それまでの罪をそこですべて捨てて帰りたいと思っています。ですから、巡礼地にはそ

ういう人々の罪が充満しています。しかしこのような聖者が、罪でいっぱいになった巡礼地に

行くと、聖者の存在そのものがその場所を浄化させます。ですから、マハーラージャ・パリー

クシットに会いにきた聖者たちは、大衆とはちがって、自分たちを浄化させることには関心が

なく、沐浴をするという⼝実でその場所に来てマハーラージャ・パリークシットに会うつもり

でした。かれらは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーによって『シュリーマド・バーガヴァ

タム』が語られるだろう、ということが予見できたのです。かれら自身が、この素晴らしい出

来事から恩恵を授かりたいと思っていたのでした。 

 

第第第第９−１０９−１０９−１０９−１０節節節節    
    

Ai}avRiSaïXCYavNa" XarÜa‚ 
  NairíNaeiMa>a*RGauri(r)raê     ) 
ParaXarae GaaiDaSauTaae_Qa raMa 
  oTaQYa wNd]Pa[MadeDMavahaE )) 9 )) 
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MaeDaaiTaiQadeRvl/ AaiíRze<aae 
  >aarÜaJaae GaaETaMa" iPaPPal/ad" ) 
MaE}aeYa AaEvR" k-vz" ku-M>aYaaeiNa‚ 
  ÜŒPaaYaNaae      >aGavaàardê )) 10 )) 

    

atrir vasiñöhaç cyavanaù çaradvän 

ariñöanemir bhågur aìgiräç ca 

paräçaro gädhi-suto 'tha räma 

utathya indrapramadedhmavähau 
    

medhätithir devala ärñöiñeëo 

bhäradväjo gautamaù pippalädaù 

maitreya aurvaù kavañaù kumbhayonir 

dvaipäyano bhagavän näradaç ca 
    

 atri to närada—宇宙の各地区から集結した神聖な人物たちの名前。 
    

 宇宙のさまざまな場所から聖者たちがこぞって集結してきた。アトゥリ、チャヴァナ、シャ

ラドゥヴァーン、アリシュタネーミ、ブリグ、ヴァシシュタ、パラーシャラ、ヴィシュヴァー

ミトゥラ、アンギラ−、パラシュラーマ、ウタテャ、インドラプラマダ、イドゥマヴァーフ、

メーダーティティ、デーヴァラ、アールシュティシェーナ、バーラドゥヴァージャ、ガウタマ、

ピッパラーダ、マイトゥレーヤ、アウルヴァ、カヴァシャ、クンバヨーニ、ドゥヴァイパーヤ

ナ、そして偉大な人物ナーラダたちである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 チャヴァナ ブリグ・ムニの息子の一人で、偉大な聖者。みごもっていた⺟が誘拐され、早

産で生まれています。チャヴァナは父ブリグ・ムニがもうけた６人の子の一人です。 

 ブリグ ブラフマジーがヴァルナに代わって盛大な供儀祭を執行していたとき、マハルシ・

ブリグが、その儀式の火から誕生しました。偉大な聖者であり、ひじょうに愛しい妻の名をプ

ローマーといいます。ドゥルヴァーサやナーラダといった聖者と同じく、宇宙を飛びまわるこ

とができ、よくさまざまな惑星を訪ねていました。クルクシェートラの戦いがはじまるまえ、

戦いを止めようとしています。ときに、バーラドゥヴァージャ・ムニに、天文学上の進化論に

ついて説き、『ブリグ・サムヒター』という優れた占星術的計算書の著者でもあります。その
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なかで、空気、火、水、土がどのように空間から作りだされたかを説明しています。また、胃

腸内の空気がどのように機能し、腸を制御しているかについても説明しました。偉大な哲学者

だったかれは、生命体の永遠性を理論的に確立しています（Mahäbhärata）。また優れた人類

学者でもあり、進化論についてはずっと昔から説明しています。ヴァルナーシュラマ制度とし

て知られている人間社会の４つの区分と階級に関する科学的な学説を提示した人物でもありま

す。ヴィータハヴャという名のクシャトリヤ王をブラーフマナに変えたことがあります。 

 ヴァシシュタ 『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１編・第９章・第６節）参照。 

 パラーシャラ ヴァイシュシュタ・ムニの孫、そしてヴャーサデーヴァの父。マハルシ・シ

ャクティの子、⺟の名をアドゥリッシャティーといいます。⺟がまだ12歳のころ、その胎内に

宿りました。その胎内でヴェーダを学んでいます。父はカルマーシャパーダという悪魔に殺さ

れたため、全世界を破壊して復讐しようとしました。しかし祖父のヴァシシュタの助言で思い

とどまり、次にラークシャサを殺害するヤギャを執行しましたが、マハルシ・プラステャに止

められました。ヴァシシュタは、マハーラージャ・シャーンタヌの妻になるはずだったサッテ

ャヴァティーに魅了され、かのじょとのあいだにヴャーサデーヴァをもうけました。パラーシ

ャラの祝福を得たサッテャヴァティーの体からは、数キロにまで漂うほどのかぐわしい香りが

出ていました。かれはビーシュマが他界するときに居合わせています。マハーラージャ・ジャ

ナカの精神指導者であり、主シヴァの偉大な従者です。数多くのヴェーダ経典や社会学の指南

書を著わしました。 

 ガーディ・スタ、別名ヴィシュヴァーミトゥラ 苦行と神秘的力で高名な偉大な聖者。ガー

ディ・スタという名前でもよく知られていますが、それは父がガーディというカニャークブジ

ャ（ウッタラ・プラデシュ）地方の強力な王だったことによります。クシャトリヤとして誕生

しましたが、精神的な力をきわめ、その体でブラーフマナになりました。クシャトリヤ王のと

きにヴァシシュタ・ムニに論争をしかけ、マタンガ・ムニと協力して盛大な儀式を執行し、ヴ

ァシシュタの息子に打ち勝つことができました。偉大なヨーギーになりましたが、それでも感

覚を抑えることができず、その結果、世界の歴史上たぐいまれな美女であるシャクンタラーを

もうけました。クシャトリヤ王だったころ、ヴァシシュタ・ムニの庵を訪ね、壮大な歓迎式を

受けます。ヴィシュヴァーミトゥラはヴァシシュタからナンディニーという名前の乳牛をもら

いうけたかったのですが、ムニはその申し出を断わります。ヴィシュヴァーミトゥラはその牛

を盗み、こうして聖者と王のあいだに争いが起こりました。ヴィシュヴァーミトゥラはヴァシ

シュタの精神的力のまえに屈し、こうして王はブラーフマナになる決意をしました。ブラーフ

マナになるまえ、カウシカ川の岸辺で厳しい苦行に励みました。この人物も、クルクシェート
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ラの戦いを止めようとしています。 

 アンギラー ブラフマーが心から誕生させた６人の息子の一人。天界の惑星に住む半神たち

を司る偉大かつ博識な僧侶であるブリハスパティの父。火の灰に投げいれられたブラフマーの

精子から誕生しました。ウタテャとサンヴァルタはアンギラーの息子です。ガンジス川の岸辺

であるアローカーナンダという場所で、いまでも苦行に励み、主の聖なる名前を唱えている、

と言われています。 

 パラシュラーマ 『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１編・第９章・第６節）参照。 

 ウタテャ マハルシ・アンギラーの３人の息子の一人。マハーラージャ・マンダーターの精

神指導者です。ソーマ（月）の娘であるバドゥラーと結婚しました。ヴァルナがバドゥラーを

誘拐し、水の神に侮辱された仕返しとして、世界中の水を飲み干しました。 

 メーダーティティ いにしえの年老いた聖者。インドラデーヴァ王が司る政府の議員の一人。

かれの息子はカンヴァ・ムニで、森でシャクンタラーを育てました。引退生活（ヴァーナプラ

スタ）の原則に厳格に従ったことで天界の惑星に高められています。 

 デーヴァラ ナーラダ・ムニやヴャーサデーヴァに匹敵する偉大な権威者。その高名は、『バ

ガヴァッド・ギーター』で、アルジュナが主クリシュナを最高人格主神として認めたときに挙

げられた権威者のリストに含められています。デーヴァラはクルクシェートラの戦いのあとに

マハーラージャ・ユディシュティラと会っており、またパーンダヴァ家の僧侶であるダウミャ

の兄にあたります。クシャトリヤとして、娘にスヴァヤンヴァラの試合で夫を選ぶことを許し、

会場にはリシたちの独身男性たち全員が招かれました。権威者の見解では、この人物はアシタ・

デーヴァラではないとされています。 

 バーラドゥヴァージャ 『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１編・第９章・第６節）参

照。 

 ガウタマ 宇宙を代表する偉大な７人の聖者の一人。シャラドゥヴァーン・ガウタマはかれ

の息子の一人です。現代のガウタマ・ゴートゥラ（王家）の人々は、ガウタマの子孫、そして

師弟継承に属しています。ガウタマ・ゴートゥラと公言するブラーフマナたちは、一般的にそ

の家系に属しており、ガウタマ・ゴートゥラを公言するクシャトリヤとヴァイシャは、師弟継

承上に属する人々です。ガウタマは名高いアハリャーの夫です。アハリャーは、天界の王イン

ドラに虐待されたとき自分の姿を石に変えました。アハリャーは主ラーマチャンドラに救われ

ています。ガウタマは、クルクシェートラの戦いの英雄の一人であるクリパーチャーリャの祖

父にあたります。 

 マイトゥレーヤ いにしえの偉大なリシ。ヴィドゥラの精神指導者で、偉大な宗教権威者で
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もあります。ドゥリタラーシュトラには、パーンダヴァ兄弟と良い関係を保つようつねづね助

言をしていました。ドゥリョーダナはそのことに反対し、その結果マイトゥレーヤに呪われま

した。ヴィドゥラはヴャーサデーヴァに会い、宗教にまつわる会話を交わしています。 

 

第第第第１１１１１１１１節節節節    
    

ANYae c devizRb]øizRvYaaR 
  raJaizRvYaaR    Aå<aadYaê ) 
NaaNaazeRYaPa[vraNa( SaMaeTaa‚ 
  Na>YaCYaR raJaa iXarSaa vvNde )) 11 )) 

    

anye ca devarñi-brahmarñi-varyä 

räjarñi-varyä aruëädayaç ca 

nänärñeya-pravarän sametän 

abhyarcya räjä çirasä vavande 
    

 anye—その他大勢の; ca—もまた; devarñi—神聖な半神達; brahmarñi—神聖なブラーフマナ達; 

varyäù—頂点の; räjarñi-varyäù—頂点の、神聖な王達; aruëa-ädayaù—特別の階級のラージャルシ

達; ca—そして; nänä—その他多くの; ärñeya-pravarän—聖者達の王家の主要な者達; sametän—

集結した; abhyarcya—崇拝することで; räjä—皇帝; çirasä—地面に頭を下げてお辞儀をした; 

vavande—歓迎した。 
    

 集まってきた人々のなかには、神聖な半神、王、さまざまな聖者の王家に属するアルナーダ

ヤ（特別の階級にいるラージャルシ）と呼ばれる特別の王たちが含まれていた。かれらが皇帝

（パリークシット）に会うために集結したとき、王は地面に頭をつけてひれ伏し、礼儀正しく

迎えた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 目上の人物に敬意をしめすために地面に頭をつけてお辞儀をする作法は、迎えられた客人に

心に深く栄誉を感じさせる優れた礼儀です。最悪の冒涜を犯した者でさえ、この作法に従えば

許されることがあり、マハーラージャ・パリークシットも、すべてのリシや王たちに讃えられ

ている人物でありながら、冒涜を犯したことを許してもらうために、つつましい礼儀作法で宇

宙の偉人たちを迎えいれたのです。一般的に、思慮分別のある人は、生涯を終えて他界してい
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くまえに、このように謝意をしめて許しを請います。マハーラージャ・パリークシットはこう

して、ふるさとへ、神のもとへ帰っていくためにすべての人々の祝福を懇願したのでした。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

Sau%aePaivíeZvQa Taezu >aUYa" 
  k*-TaPa[<aaMa" Svick-IizRTa& YaTa( ) 
ivjaPaYaaMaaSa iviv¢-ceTaa 
  oPaiSQaTaae_Ga]e_i>aGa*hqTaPaai<a"  )) 12 )) 

    

sukhopaviñöeñv atha teñu bhüyaù 

kåta-praëämaù sva-cikérñitaà yat 

vijïäpayäm äsa vivikta-cetä 

upasthito 'gre 'bhigåhéta-päëiù 
    

 sukha—幸福に; upaviñöeñu—全員が座っている; atha—そのすぐ後; teñu—彼ら（訪問客）に; 

bhüyaù—再び; kåta-praëämaù—お辞儀を捧げている; sva—彼自身の; cikérñitam—絶食する決意; 

yat—〜である者; vijïäpayäm äsa—告げた; vivikta-cetäù—心が俗事に対して無執着である者; 

upasthitaù—居合わせて; agre—彼らの前で; abhigåhéta-päëiù—慎ましく合掌して。 
    

 王は、リシや他の客人たちに心地よく座ってもらったあと、つつましくかれらのまえに合掌

して立ち、死ぬまで絶食することにした経緯を話した。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 王は、ガンジス川のほとりで死ぬまで絶食することをすでに決めていましたが、居合わせた

偉大な権威者たちの意見を伺うために自分の決意を表明しています。決定というものは、どれ

ほど重要なものであっても、権威によって認められなくてはなりません。それでこそ、申し分

のない状況を作りだすことができます。言いかえれば、当時世界を治めていた君主は、無責任

は指導者ではなかった、ということです。ヴェーダの教えにもとづいた聖人や聖者の権威ある

決定に正直に従っていたのです。マハーラージャ・パリークシットは完璧な王でしたから、権

威者に相談することで、生涯を閉じる日々まで、その原則に従いました。 
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第第第第１３１３１３１３節節節節    
    

raJaaevac 
Ahae vYa& DaNYaTaMaa Na*Paa<aa& 
  MahtaMaaNauGa]h<aqYaXaql/a"   ) 
raja& ku-l&/ b]aø<aPaadXaaEcad( 
  dUrad( ivSa*í& bTa GaùRk-MaR )) 13 )) 

    

räjoväca 

aho vayaà dhanyatamä nåpäëäà 

mahattamänugrahaëéya-çéläù 

räjïäà kulaà brähmaëa-päda-çaucäd 

düräd visåñöaà bata garhya-karma 
    

 räjä uväca—幸運な王が言った; aho—おお; vayam—私達; dhanya-tamäù—もっとも感謝に満

ちた; nåpäëäm—すべての王達の; mahat-tama—偉大な魂達の; anugrahaëéya-çéläù—恩寵を得る

ために訓練されて; räjïäm—王室の; kulam—階級; brähmaëa-päda—ブラーフマナ達の御足; 

çaucät—掃除したあとに拒否する; dürät—遠方に; visåñöam—いつも除外されて; bata—〜の理由

で; garhya—非難されるべき; karma—活動。 
    

 幸運な王が言う。「まさに私たちは、偉大な魂たちから恩寵を授かる訓練を受けた王たちの

なかでもとくに感謝の念に打たれている王です。一般的に、あなたがた（聖者）は、王族とは

拒否されるべきもの、そして遠くに避けるべきものと考えておられます」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 宗教原則によると、糞、尿、洗い水などは遠くに避けておくべきもの、とされています。屋

内のトイレ、小便器などは、現代文化ではとても便利な設備とされているかもしれませんが、

じつは居住区からは遠くに設置されていなければなりません。その同じ例が、神のもとに帰ろ

うと励んでいる人々と王族階級との関係で述べられています。主シュリー・チャイタンニャ・

マハープラブは、金中心の人間、あるいは王族との親密なつながりを持つことは、神のもとに

帰る望みを者には自殺より忌まわしいものである、と言いました。これは言いかえると、超越

主義者は、神の創造物という表面的な美しさに完全に心奪われている人々とはかかわらない、

ということです。精神的かつ高尚な知識をそなえる超越主義者は、美しく見えるこの物質界は、
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真実の世界、すなわち神の王国の影にすぎないことをよく知っています。かれらは、王室の富

やそのたぐいの財宝に魅了されているわけではありませんでした。しかしマハーラージャ・パ

リークシットの場合は事情が違います。一見したところ、王は未熟なブラーフマナの少年に呪

われはしましたが、じつは主に戻るよう呼ばれていたのです。だから、マハーラージャ・パリ

ークシットが死ぬまで絶食するから、と集まってきたほかの超越主義者、偉大な聖者、神秘主

義者たちは、王が神に戻っていく様子を見たくてたまらなかったのです。マハーラージャ・パ

リークシットは、集まってきた偉大な聖者たちすべてが、自分の先祖のパーンダヴァ兄弟が主

に献愛奉仕をしていたからこそ、かれらに親切だったことを理解しました。ですから王は、自

分の生涯の終わりにこの場に居合わせてくれた聖者たちに深く感謝していましたし、それは自

分の先祖や祖父たちの偉大さゆえのことであると感じていました。だから、自分がそのような

偉大な献愛者たちの子孫であることを誇らしく思っていたのです。主の献愛者が感じるそのよ

うな誇りは、まちがいなく、物質的な繁栄に対するおごり高ぶった虚栄心と同じではありませ

ん。前者は真実であり、いっぽう後者は偽物、あるいは虚栄心です。 

 

第第第第１４１４１４１４節節節節    
    

TaSYaEv Mae_gaSYa ParavreXaae 
  VYaaSa¢-ictaSYa Ga*heZv>aq+<aMa( ) 
iNaveRdMaUl/ae iÜJaXaaPaæPaae 
  Ya}a   Pa[Sa¢-ae  >aYaMaaéu  Datae )) 14 )) 

    

tasyaiva me 'ghasya parävareço 

vyäsakta-cittasya gåheñv abhékñëam 

nirveda-mülo dvija-çäpa-rüpo 

yatra prasakto bhayam äçu dhatte 
    

 tasya—彼の; eva—確かに; me—私のもの; aghasya—罪深い者の; parä—超越的; avara—俗な; 

éçaù—支配者、至高主 ; vyäsakta—過度に執着して ; cittasya—心の; gåheñu—世帯のことで; 

abhékñëam—いつも; nirveda-mülaù—無執着の源; dvija-çäpa—ブラーフマナによって呪われてい

る; rüpaù—〜の姿; yatra—〜すると; prasaktaù—影響を受けた者; bhayam—恐怖心; äçu—すぐ

に; dhatte—起こる。 
    

 超越的・俗的どちらの世界も支配する最高人格主神は、ブラーフマナの呪いという形で慈悲
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深く私を攻められた。あまりにも家族生活に心が奪われていた私を救おうと、私に恐怖心を起

こさせて物質界から切りはなすために、こうして私のまえに姿を表わされたのだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットは、パーンダヴァ家という偉大な献愛者の家系に生まれ、

主との交流に対する超越的な執着心を築くための訓練を念入りに受けていたのですが、俗的な

家族生活に⻑く誘惑されていたことに気づき、だからこそ主の計画で、その執着を放棄しなく

てはなりませんでした。主は特別の献愛者に対して、このような直接的な行動しめすことがあ

ります。マハーラージャ・パリークシットはこの事実を、宇宙のもっとも高貴な超越主義者た

ちを見て理解しました。主は献愛者のすぐ横にいますから、偉大な聖者の存在はそのまま主の

存在をも示しているのです。だからこそパリークシット王は、至高主の恩寵の証しとして、偉

大なリシたちが集結してきたことを歓迎したのでした。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
    

Ta& MaaePaYaaTa& Pa[iTaYaNTau ivPa[a 
  Ga(r)a  c devq Da*TaictaMaqXae ) 
iÜJaaePaSa*í" ku-hk-STa+ak-ae va 
  dXaTvl&/ GaaYaTa ivZ<auGaaQaa" )) 15 )) 

    

taà mopayätaà pratiyantu viprä 

gaìgä ca devé dhåta-cittam éçe 

dvijopasåñöaù kuhakas takñako vä 

daçatv alaà gäyata viñëu-gäthäù 
    

 tam—その理由のために; mä—私を; upayätam—〜に身を委ねて; pratiyantu—私を受けいれて

ください; vipräù—ブラーフマナ達よ; gaìgä—⺟なるガンジス川; ca—もまた; devé—主の直接の

代表者; dhåta—〜に入れる; cittam—心; éçe—主に; dvija-upasåñöaù—そのブラーフマナによって

作られた; kuhakaù—ある不可思議なこと; takñakaù—スネークバード; vä—どちらも; daçatu—

それが噛むように; alam—これ以上遅れることなく; gäyata—どうか歌い続けてください; 

viñëu-gäthäù—ヴィシュヌの行為の話。 
    

 お集まりのブラーフマナよ。私を、完全に身をゆだねた魂として受けいれてください。そし
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て、主の代理でもある⺟なるガンジス川も私を受けいれてくださるように。私は自分の心のう

ちに主の蓮華の御足にすがっているからです。ブラーフマナが作りだしたスネークバードに、

あるいは不可思議な存在にすぐに私が噛み殺されますように。私はみなさんが主ヴィシュヌの

崇高な行為を歌いつづけることだけを望んでいます。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高主の蓮華の御足にすべてを捧げた人は死を恐れません。ガンジス川のほとりで主の偉大

な献愛者たちによって作られた雰囲気、そしてマハーラージャ・パリークシットが完全に主を

受けいれたことは、かれがまちがいなく神のもとに帰っていく証しです。こうしてかれは、死

の恐怖から完全に解放されたのでした。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

PauNaê >aUYaaÙGavTYaNaNTae 
  riTa"    Pa[Sa(r)ê   Tadaé[Yaezu ) 
MahTSau Yaa& YaaMauPaYaaiMa Sa*ií& 
  MaE}YaSTau SavR}a NaMaae iÜJae>Ya" )) 16 )) 

    

punaç ca bhüyäd bhagavaty anante 

ratiù prasaìgaç ca tad-äçrayeñu 

mahatsu yäà yäm upayämi såñöià 

maitry astu sarvatra namo dvijebhyaù 
    

 punaù—再び; ca—そして; bhüyät—そうなるように; bhagavati—主シュリー・クリシュナに; 

anante—無限の力を持つ者; ratiù—魅了している; prasaìgaù—交流; ca—もまた; tat—主の; 

äçrayeñu—主の献愛者である者達と ; mahatsu—物質創造界の中で ; yäm yäm—どこでも ; 

upayämi—私が得るかもしれない; såñöim—私の誕生my birth; maitré—friendly relation; astu—let 

it be; sarvatra—everywhere; namaù—my obeisances; dvijebhyaù—unto the brähmaëas. 
    

 あらためてブラーフマナの皆様に敬意を表し、たとえ私が物質界にふたたび生まれても、主

クリシュナへのつきることのない完璧な執着をはぐくみ、主との交流とすべての生命体との親

しく結ばれて生まれるように祈ります。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主の献愛者だけが完璧な生命体であることが、この節をとおしてマハーラージャ・パリーク

シットによって説明されています。献愛者の敵はたくさんいるかもしれませんが、献愛者はだ

れも敵とは思いません。献愛者は、献愛者ではない人々に対して敵意はないのですが、かれら

とのつきあいを望みません。主の献愛者との交流を望んでいるのです。類は友を呼ぶ、と言わ

れているように、それは自然な感情です。そして献愛者にとってもっとも大切な本務は、全生

命体の父親である主シュリー・クリシュナに完全な執着心をはぐくむことにあります。優れた

息子は、ほかの兄弟たちと親しく接するように、主の献愛者は、至高の父である主クリシュナ

の優れた息子として、全生命体を至高の父親と結びつけて見つめます。そして尊大になってし

まった息子を正気にもどし、神という至高の父を受けいれるよう導きます。マハーラージャ・

パリークシットはまちがいなく神のもとに帰っていきますが、たとえ帰っていかなくても、物

質界で完璧な生き方ができるよう祈ります。純粋な献愛者はブラフマーほどの偉大な人物では

なく、主の献愛者でありさえすれば、どれほど卑しい人であってもその人との交流を望みます。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

wiTa SMa raJaaDYavSaaYaYau¢-" 
  Pa[acqNaMaUle/zu  ku-Xaezu  Daqr" ) 
odx(Mau%ae di+a<akU-l/ AaSTae 
  SaMaud]PaTNYaa" SvSauTaNYaSTa>aar" )) 17 )) 

    

iti sma räjädhyavasäya-yuktaù 

präcéna-müleñu kuçeñu dhéraù 

udaì-mukho dakñiëa-küla äste 

samudra-patnyäù sva-suta-nyasta-bhäraù 
    

 iti—このように; sma—過去そうだったように; räjä—王; adhyavasäya—忍耐心; yuktaù—従事

して; präcéna—東側; müleñu—根と共に; kuçeñu—クシャの藁でできた席; dhéraù—self-controlled; 

udaì-mukhaù—北側を向いている; dakñiëa—南側に; küle—岸辺; äste—位置されて; samudra—

海; patnyäù—（ガンジス川）の妻; sva—own; suta—son; nyasta—given over; bhäraù—the charge of 

administration. 
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 完璧に自己抑制した境地にいたマハーラージャ・パリークシットは、ガンジス川の南側のほ

とりで、みずからは北を向き、根を東に向けたワラの席に座った。自分の王国はすでに息子に

ゆずりわたしていた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ガンジス川は海の妻として世に知られています。クシャの藁の席は、その藁が根といっしょ

に土から抜かれているものが神聖とされ、その根が東を向く位置がもっとも吉兆とされていま

す。北側を向くのは、精神的成功を得ることではさらに好都合とされています。マハーラージ

ャ・パリークシットは宮殿を出るまえに管理の責任を息子に譲渡しています。こうして、好条

件がすべて整った状況に置かれていました。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
    

Wv& c TaiSMaàrdevdeve 
  Pa[aYaaePaivíe idiv devSaºa" ) 
Pa[XaSYa >aUMaaE VYaik-rNa( Pa[SaUNaE‚ 
  MauRda  MauhuduRNdu>aYaê  Naedu" )) 18 )) 

    

evaà ca tasmin nara-deva-deve 

präyopaviñöe divi deva-saìghäù 

praçasya bhümau vyakiran prasünair 

mudä muhur dundubhayaç ca neduù 
    

 evam—こうして; ca—そして; tasmin—その中に; nara-deva-deve—王に; präya-upaviñöe—死ぬ

まで絶食して; divi—空で; deva—半神達; saìghäù—彼ら全員; praçasya—その高位を讃えて; 

bhümau—地上に; vyakiran—まき散らして; prasünaiù—花びらで; mudä—喜々として; muhuù—

連続的に; dundubhayaù—天界の太鼓; ca—もまた; neduù—打ち鳴らして。 
    

 こうして、マハーラージャ・パリークシット国王は死ぬまで絶食するつもりで座っていた。

高位の惑星に住む半神たちはこぞって王のその様子を讃え、喜々として地上に花を降らしつづ

け、神聖な太鼓を打ち鳴らすのであった。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットの時代にまでさえ惑星間の交流は行なわれており、マハー

ラージャ・パリークシットが解放を達成するために死ぬまで絶食をする、という知らせは、知

的な半神たちが住んでいる高位の惑星にも伝わりました。半神たちは人間よりも快適に暮らし

ていますが、そのだれもが至高主の命令に従順です。天界の惑星には、無神論も神を信じない

者もいません。ですから、地上にいる主の献愛者はだれでも半神たちに讃えられているのであ

り、マハーラージャ・パリークシットに対してもかれらはたいそう喜び、地上に花を降らした

り天界の太鼓を打ち鳴らすことで、賞賛のしるしをしめしたのでした。半神は、だれかが神の

もとに帰るのを見て心から喜びます。主の献愛者を好んでいますから、みずからのアディダイ

ヴィカの力を使って献愛者を全面的に助けようとします。そして主も、かれらのそのような行

為を見て喜びます。主、半神、地上の献愛者たちのあいだには、見えない鎖で結ばれた完璧な

協力がなされているのです。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

MahzRYaae vE SaMauPaaGaTaa Yae 
  Pa[XaSYa SaaißTYaNauMaaedMaaNaa" ) 
Ocu" Pa[JaaNauGa]hXaql/Saara 
  YadutaMaëaek-Gau<aai>aæPaMa(  )) 19 )) 

    

maharñayo vai samupägatä ye 

praçasya sädhv ity anumodamänäù 

ücuù prajänugraha-çéla-särä 

yad uttama-çloka-guëäbhirüpam 
    

 maharñayaù—偉大な聖者達; vai—当然のこととして; samupägatäù—そこに集まって; ye—〜

である者達; praçasya—讃えることで; sädhu—完全に正しい; iti—こうして; anumodamänäù—誰

もが認めている ; ücuù—言った ; prajä-anugraha—生命体のために優れたことをしている ; 

çéla-säräù—質的に力強い; yat—なぜなら; uttama-çloka—選りすぐれた詩歌によって讃えられて

いる者; guëa-abhirüpam—神々しい質のように美しい。 
    

 集まっていた偉大な聖者たちもこぞってマハーラージャ・パリークシットの決意を、「じつ
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にすばらしいことだ」と⼝々に讃えた。聖者は本来、至高主の優れた質の力をすべてそなえて

いるため、一般庶⺠のためになることをしたいと考えている。だからこそ、主の献愛者である

マハーラージャ・パリークシットを見て大いに喜び、次のように話しはじめた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 生命体がもともとそなえている美しさは、献愛奉仕の境地でさらに高められます。マハーラ

ージャ・パリークシットは、主クリシュナへの執着に没頭していました。そのようなかれを見

て、集まった偉大な聖者たちは心から喜び、「とても素晴らしい」と言って認めました。聖者

たちは、本来、一般庶⺠が幸せになることを考えており、献愛奉仕に高められたマハーラージ

ャ・パリークシットのような人物を見れば、かれらの喜びはたとえようもなく、力のかぎり祝

福を授けようとします。主への献愛奉仕はとても吉兆で、半神たちや聖者たち、そして主まで

も献愛者に好意をよせますから、献愛者はすべてを吉兆なきもちで見ることができるのです。

不吉なことはすべて、努力する献愛者の道からすべて取りのぞかれます。マハーラージャ・パ

リークシットにとって、これから死のうとするときに偉大な聖者たちに会うのは、じつに吉兆

なことであり、こうしてかれはブラーフマナの少年にかけられたいわゆる呪いによって祝福さ

れたのでした。 

 

第第第第２２２２００００節節節節    
    

Na va wd& raJaizRvYaR ic}a& 
  >avTSau  k*-Z<a&  SaMaNauv]Taezu ) 
Yae_DYaaSaNa& raJaik-rq$=Jauí& 
  SaÛae Jahu>aRGavTPaaìRk-aMaa" )) 20 )) 

    

na vä idaà räjarñi-varya citraà 

bhavatsu kåñëaà samanuvrateñu 

ye 'dhyäsanaà räja-kiréöa-juñöaà 

sadyo jahur bhagavat-pärçva-kämäù 
    

 na—どちらも〜ない; vä—このような; idam—これ; räjarñi—神聖な王; varya—主要な者; 

citram—驚くべき; bhavatsu—あなた達すべてに; kåñëam—主クリシュナ; samanuvrateñu—〜の

継承に厳格に従っている者に; ye—〜である者; adhyäsanam—王座に座って; räja-kiréöa—王達の
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王 冠 ; juñöam— 飾 ら れ て ; sadyaù— す ぐ に ; jahuù— 放 棄 し た ; bhagavat— 人 格 主 神 ; 

pärçva-kämäù—交流を達成することを望んでいる。 
    

 （聖者たちが言った）。主シュリー・クリシュナの継承に厳格に従うパーンドゥ家の王たち

の筆頭者よ。人格主神との永遠な交流を手にいれるために、多くの王の王冠で飾られた王座を

あなたが放棄しても、それはとくに驚くに値することではない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 政治的な行政地位を占める愚かな政治家は、そのはかない地位こそが人生最高の物質的利益

と思い、そのため、生涯最期の瞬間にまでその地位にしがみつこうとしています。主の永遠の

住居で主の交流者の一人としての解放を達成することが、人生の最高ゴールであることを知ら

ないのです。人間生活はその窮極点を達成するためにあります。主は『バガヴァッド・ギータ

ー』で、神のもとに、主の住居に帰っていくことが最高の達成である、となんども私たちに説

いています。プラフラーダ・マハーラージャは主ヌリシンハに祈っています――主よ。私は物

質主義的な生き方をとても恐れています。そして、ヌリシンハデーヴァという恐ろしく獰猛な

お姿に少しも恐怖心を感じません。物質主義的な生活は挽き臼（ひきうす）のようなもので、だれ

もがその臼で潰されています。私たちは波にもてあそばれる生活のなかで恐ろしい渦巻きに巻

きこまれています。ですから主よ、私はあなたの蓮華の御足にもとで祈ります、私をあなたの

一召使いとして永遠な住居に呼びもどしてくださるように。それこそ、物質主義的な生活にお

ける最高の解放です。私は物質主義的な生活でたとえようもない辛い経験をしています。自分

がしたことの結果としてさまざまな生物に生まれるよう強いられ、私は２種類の苦痛を経験し

てきました。愛する者との別れ、望ましくないものとの遭遇です。その苦痛を取りのぞくため

に私が選んだ方策は、その病気よりも危険なものでした。ですから私は、誕生と死を繰りかえ

しつつある場所から別の場所に翻弄されてきました。そしていま私は、あなたの蓮華の御足に

私が身をゆだねられますよう祈っています」 

 世界中の大勢の聖者たちよりも尊いパーンダヴァ王家の王たちは、物質主義的生活がもたら

す辛さをよく知っています。帝国の王座というまばゆい光に魅了されることなく、主と永遠に

ふれあえるよう、主に呼ばれる機会をいつも求めていました。マハーラージャ・パリークシッ

トはマハーラージャ・ユディシュティラの優れた孫でした。マハーラージャ・ユディシュティ

ラは孫に皇帝の王座をゆずり、さらにマハーラージャ・パリークシットもその王座を我が子の

ジャナメージャヤにゆずりました。それが王の生き方です。主クリシュナの継承に厳格に従っ

ているからです。このように主の献愛者は、物質主義的生活というまばゆい光に心奪われず、
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いつわりの、そしてまぼろしの物質主義的生活が作りだす姿に執着することなく、そして公平

に生きました。 

 

第第第第２２２２１１１１節節節節    
    

SaveR vYa& TaavidhaSMahe_Qa 
  k-le/vr&  YaavdSaaE ivhaYa ) 
l/aek&- Par& ivrJaSk&- ivXaaek&- 
  YaaSYaTYaYa& >aaGavTaPa[DaaNa" )) 21 )) 

    

sarve vayaà tävad ihäsmahe 'tha 

kalevaraà yävad asau vihäya 

lokaà paraà virajaskaà viçokaà 

yäsyaty ayaà bhägavata-pradhänaù 
    

 sarve—全員; vayam—私達の; tävat—〜である限り; iha—この場所で; äsmahe—留まろう; 

atha—将来 ; kalevaram—その体 ; yävat—〜である限り ; asau—王 ; vihäya—放棄している ; 

lokam—その惑星; param—至高者; virajaskam—俗な穢れから完全に自由な; viçokam—あらゆる

種類の嘆きから自由な; yäsyati—戻っていく; ayam—これ; bhägavata—献愛者; pradhänaù—主要

な者。 
    

 私たちはここで、主の筆頭の献愛者であるマハーラージャ・パリークシットが、俗な穢れも、

どのような嘆きもない至高の惑星にもどっていくまで待つつもりでいる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 空に浮かぶ雲にたとえられる物質創造界を超えたところに、ヴァイクンタと呼ばれる無数の

惑星が浮かぶ精神界・パラヴョーマ（paravyoma）があります。そのヴァイクンタ惑星は人格

主神が住む無数の精神的ローカで、プルショーッタマローカ、アチュタローカ、トゥリヴィク

ラマローカ、フリシーケーシャローカ、ケーシャヴァローカ、アニルッダローカ、マーダヴァ

ローカ、プラデュムナローカ、サンカルシャナローカ、シュリーダラローカ、ヴァースデーヴ

ァローカ、アヨーデャーローカ、ドゥヴァーラカーローカなどの名で知られています。そこに

住む生命体はすべて、主と同じ精神的体を持つ解放された魂ばかりです。物質的な穢れもそこ

にはありません。すべては精神的ですから、嘆くようなこともいっさいありません。超越的な
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喜びに満ちあふれ、誕生・死・老年・病気もありません。そしてこれらのヴァイクンタローカ

の頂点に、主シュリー・クリシュナと特別の交流者たちが住む至上のローカ、すなわちゴーロ

ーカ・ヴリンダーヴァナがあります。マハーラージャ・パリークシットはこのローカに到達す

る定めにあり、集まっていた偉大なリシたちはそれが予見できました。かれらはこの偉大なる

王の偉大なる他界について話しあい、これほど偉大な献愛者が見られなくなることから、最後

の瞬間まで見届けたいと考えていました。偉大な献愛者が他界しても嘆き悲しむ理由はどこに

もありません。まちがいなく神の国に入っていくからです。しかしそれでも、悲しみにくれな

いはずがありません。偉大な献愛者が私たちのまえから姿を消してしまうのですから。主は私

たちのいまの目で見ることはほとんどできません――偉大な献愛者にも同じことが言えます。

ですから偉大なリシたちは、最後の瞬間までその場にいたい、という正しい決心をしたのです。 

 

第第第第２２２２２２２２節節節節    
    

Aaé[uTYa Tad*izGa<avc" Parqi+aTa( 
  SaMa& MaDauCYaud( Gauå caVYal/Ik-Ma( ) 
Aa>aazTaENaaNai>aNaNÛ Yau¢-aNa( 
  éué[UzMaa<aêirTaaiNa    ivZ<aae" )) 22 )) 

    

äçrutya tad åñi-gaëa-vacaù parékñit 

samaà madhu-cyud guru cävyalékam 

äbhäñatainän abhinandya yuktän 

çuçrüñamäëaç caritäni viñëoù 
    

 äçrutya—聞いたすぐあと ; tat—それ ; åñi-gaëa—集まった聖者達 ; vacaù—語っている ; 

parékñit—マハーラージャ・パリークシット; samam—公平な; madhu-cyut—聞いて心地よい; 

guru—厳粛な; ca—もまた; avyalékam—完璧に真実である; äbhäñata—言った; enän—彼ら全員; 

abhinandya—感謝した; yuktän—適切に示されて; çuçrüñamäëaù—聞きたいと望んで; caritäni—

〜の活動; viñëoù—人格主神。 
    

 偉大な聖者たちが⼝にした言葉はどれも耳に心地よく、深淵な意味がこめられ、完璧な真実

として適切にしめされている。マハーラージャ・パリークシットはかれらの言葉を聞き、感謝

したあと、主シュリー・クリシュナ、人格主神の活動について聞きたいと思った。 
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第第第第２２２２３３３３節節節節    
    

SaMaaGaTaa" SavRTa Wv SaveR 
  veda  YaQaa MaUiTaRDaraiñPa*ïe ) 
NaehaQaNaaMau}a c k-êNaaQaR 
  ‰Tae ParaNauGa]hMaaTMaXaql/Ma( )) 23 )) 

    

samägatäù sarvata eva sarve 

vedä yathä mürti-dharäs tri-påñöhe 

nehätha nämutra ca kaçcanärtha 

åte paränugraham ätma-çélam 
    

 samägatäù—集まった; sarvataù—あらゆる方角から; eva—確かに; sarve—あなた達全員; 

vedäù—至高の知識; yathä—〜ほどに; mürti-dharäù—権化; tri-påñöhe—（三界、すなわち上位・

中間・下位の世界の上に位置する）ブラフマーの惑星に; na—〜ではない; iha—この世界で; 

atha—その後 ; na—〜もない; amutra—他の世界で; ca—もまた; kaçcana—ほかのどれも; 

arthaù—関心 ; åte—〜を除いて ; para—他の人々 ; anugraham—〜に良いことをしている ; 

ätma-çélam—自分の性質。 
    

 王が言った。「偉大なる聖者の皆様。優しいおきもちから、宇宙のさまざまな場所からここ

にお集まりいただき、ありがとうございました。至高の知識の権化である皆様は、三界を超え

た惑星に住んでおられます。ですから、人々のためになることだけを心から望んでおられ、現

世であろうと来世であろうと、それ以外に関心をお持ちではありません」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ６種類の富、すなわち財産・力・名声・美しさ・知識・放棄心は、絶対人格主神が本来そな

えているさまざまな特質です。至高の生物の部分体である私たち生命体は、このような特質を

部分的に、上限で78％そなえています。物質界では、この特質（主の特質の78％まで）は、太

陽が雲に隠されるように、物質エネルギーによって覆われています。太陽をさえぎっている力

は、太陽本来の輝きと比べれば取るに足らない明るさですが、同じように、生命体たちがそな

えるその特色はほとんど消えかかっています。天体系には三界があり、下位・中間・上位と分

けられます。地球に住む人間は中間の段階の始まりに位置し、ブラフマー、そして同類の生命

体はサッテャローカを頂点する上位の世界に住んでいます。サッテャローカに住む住⺠はヴェ
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ーダの知識に精通し、かれらは物質エネルギーを取りはらうことができます。そのためかれら

は、ヴェーダの権化として知られています。そして俗的・超越的どちらの知識も完全にそなえ

ているため、俗世界にも超越的な世界にも関心がありません。俗な望みがほとんどない献愛者

たちなのです。かれらにとって俗的な世界で得るべきものはありませんし、超越的な世界では

完璧な存在として住んでいます。ではなぜ、この俗世界に降りてくるのでしょうか。堕落した

魂たちを救うために主の命令に従って、救世主としてさまざまな惑星に降りてくるのです。多

様な気候条件にあるさまざまな環境にいる人々を幸せにするために降誕します。かれらには、

物質エネルギーに惑わされて物質存在のなかでさまよえる堕落した魂たちを呼びもどすこと以

外にすることはなにもありません。 

 

第第第第２２２２４４４４節節節節    
    

TaTaê v" Pa*C^yiMaMa& ivPa*C^e 
  ivé[>Ya ivPa[a wiTak*-TYaTaaYaaMa( ) 
SavaRTMaNaa iMa]YaMaa<aEê k*-TYa& 
  éuÖ&   c  Ta}aaMa*XaTaai>aYau¢-a" )) 24 )) 

    

tataç ca vaù påcchyam imaà vipåcche 

viçrabhya viprä iti kåtyatäyäm 

sarvätmanä mriyamäëaiç ca kåtyaà 

çuddhaà ca taträmåçatäbhiyuktäù 
    

 tataù—それなりに; ca—そして; vaù—あなた達に; påcchyam—尋ねられるべきこと; imam—

これ; vipåcche—お訊きしたい; viçrabhya—信頼できる; vipräù—ブラーフマナ達; iti—そのよう

に; kåtyatäyäm—さまざまな義務の中で; sarva-ätmanä—だれにとっても; mriyamäëaiù—特に死

のうとしている者達; ca—そして; kåtyam—忠実な; çuddham—完璧に正しい; ca—そして; 

tatra—その中に; ämåçata—完全な熟考によって; abhiyuktäù—まさにふさわしい。 
    

 信頼に値するブラーフマナたちよ。皆様にお訊きしたいのは、いま私がなにをすべきか、と

いうことです。どうかよく熟考されたうえで、どのような状況下でも、だれにとっても、とり

わけ死を目前にした者がなすべき真の義務についてお話しください。 
    

    

    



 30 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節で、王は博識な聖者たちに２つの質問をしています。最初は、どのような状況下であ

っても、そしてだれもがはたすべき義務、２番目はまもなく死のうとする人の義務です。この

２つの条件のなかでも、死にかけている人にかかわる質問がもっとも切実です。すぐであろう

と、あるいは100年後であろうと、だれもが死にかけているからです。何年生きるのかはそれほ

ど問題ではありませんが、死にかけている人の義務はひじょうに重要です。マハーラージャ・

パリークシットは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーがこの場所に現われるまえに、この２

つの質問をしていますが、じつは『シュリーマド・バーガヴァタム』全体の話題は第２編から

第12編まで、この２つの質問に関連があります。その結論として辿りつくのは、主シュリー・

クリシュナへの献愛奉仕であり、主みずから『バガヴァッド・ギーター』のなかで、すべての

人々の永遠の義務に関連して確証しているとおりです。マハーラージャ・パリークシットはす

でにこの答がわかっていたのですが、集まっている偉大な聖者たち全員にそのことを確証して

ほしい、そうすれば議論の余地なく、自分の義務がはたせると考えたからです。かれはここで

çuddha（シュッダ）、完璧に正しい、という言葉を使っています。超越的な悟り、あるいは自己

の悟りのために、数多くの方法がさまざまな段階にいる哲学者によって勧められています。一

流の方法もあれば、二流、あるいは三流の方法もあるでしょう。一流の方法とは、他の方法を

すべて捨てて主の蓮華の御足に身をゆだねることであり、そうすればすべての罪とその反動か

ら救われるのです。 

 

第第第第２２２２５５５５節節節節    
    

Ta}aa>avÙGavaNa( VYaaSaPau}aae 
  Yad*C^Yaa GaaMa$=MaaNaae_NaPae+a" ) 
Al/+Yail/(r)ae iNaJal/a>aTauíae 
  v*Taê       balE/rvDaUTavez" )) 25 )) 

    

taträbhavad bhagavän vyäsa-putro 

yadåcchayä gäm aöamäno 'napekñaù 

alakñya-liìgo nija-läbha-tuñöo 

våtaç ca bälair avadhüta-veñaù 
    

 tatra—そこに; abhavat—現われた; bhagavän—力強い; vyäsa-putraù—ヴャーサデーヴァの子; 
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yadåcchayä—人が望むように ; gäm—地球 ; aöamänaù—旅している間 ; anapekñaù—無関心 ; 

alakñya—表わしていない; liìgaù—兆し; nija-läbha—自己を悟った; tuñöaù—満足して; våtaù—囲

まれて; ca—そして; bälaiù—子ども達によって; avadhüta—他人に無視されて; veñaù—着ている。 
    

 そのとき、ヴャーサデーヴァの力強い子息がその場に姿を表わした。諸国を流浪していたか

れは、なにかに関心をよせることもなく、みずからの内で満たされ、どの社会階級や身分にも

属さない風貌を漂わせている。女性や子どもたちに囲まれ、その存在が衆人に無視されている

ような出で立ちで歩いていた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 バガヴァーン（bhagavän）という言葉は、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーという主の偉

大な献愛者たちと結びつけて使われることがあります。解放されたそのような魂たちは、物質

界でなにが起ころうと頓着しません。献愛奉仕という最高の境地で満たされているからです。

先に説明されましたが、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは正式に精神指導者を受けいれた

ことも、正式な浄化儀式を受けたこともありません。父、ヴャーサデーヴァから『シュリーマ

ド・バーガヴァタム』を聞いたことで、父が自然に精神指導者になりました。その過程をとお

し、完全に自己のうちで満たされた境地に入りました。なにか特定の方法に従っていたわけで

はありません。完璧な解放に辿りつこうとする人々には特定の方法が必要になりますが、シュ

リー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは父の恩寵を授かったことで、すでにその境地に入

っていました。若い男性にふさわしい適切な衣服を着るべきところですが、周囲には目もくれ

ず裸でさまよっていました。衆人に無視され、狂人のように歩くかれを、子どもや女性たちが

おもしろがって囲んで一緒に歩くのです。こうして気のむくままに流浪していたはてに、この

場に現われたのです。偉大な聖者たちは、マハーラージャ・パリークシットの質問に対して一

致した最終判断は出していなかったようです。精神的解放に関しては、さまざまな人物が多種

多様な規定を説いています。しかしやはり、人生の窮極目標は、主への献愛奉仕という最高完

成境地に辿りつくことです。医者によって対応が違うように、聖者たちにもさまざまな規定が

ありました。そのような状況に登場したのが、ヴャーサデーヴァの力強い子息だったのです。 

 

第第第第２６２６２６２６節節節節    
    

Ta& Üyívz| Sauku-MaarPaad‚ 
  k-raeåbaû&Sak-Paael/Gaa}aMa(     ) 
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cavaRYaTaa+aaeàSaTauLYak-<aR‚ 
  Sau>a|vaNaNa& k-MbuSauJaaTak-<#=Ma( )) 26 )) 

    

taà dvyañöa-varñaà su-kumära-päda- 

karoru-bähv-aàsa-kapola-gätram 

cärv-äyatäkñonnasa-tulya-karëa- 

subhrv-änanaà kambu-sujäta-kaëöham 
    

 tam—彼を; dvi-añöa—16; varñam—歳; su-kumära—繊細な; päda—足; kara—手; üru—腿; 

bähu—腕; aàsa—肩; kapola—額; gätram—体; cäru—美しい; äyata—広い; akña—目; unnasa—高

い鼻; tulya—同じ; karëa—耳; subhru—秀でた眉; änanam—顔; kambu—巻き貝; sujäta—美しく

作られて; kaëöham—首。 
    

 ヴャーサデーヴァのこの子息は弱冠16歳である。その足、手、腿、腕、肩、額、体のほかの

部分はどれも見目麗しく形づくられている。目は大きく美しく、鼻と耳は高い。顔立ちはこの

うえなく美しく、形のいい首はさながら美しい巻き貝を思いおこさせる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 貴人の容貌を描写するときはまず足から説明されますが、この節でも、その誉れ高い表現法

がシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーについて使われています。かれはまだ16歳になったばか

りでした。人物像は、高齢ではなく功績で決まるもの。人は年齢ではなく経験で歳をとるもの

です。シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーはここでヴャーサデーヴァの子息、と描

写されており、この場に居合わせた聖者全員よりも経験豊かな知識をそなえていました。弱冠

16歳の⻘年だったのですが。 

 

第第第第２２２２７７７７節節節節    
    

iNaGaU!Ja}au& Pa*QauTau(r)v+aSa‚ 
  MaavTaRNaai>a& vil/vLGaUdr& c ) 
idGaMbr& v£-ivk-I<aRke-Xa& 
  Pa[l/Mbbahu&  SvMaraetaMaa>aMa( )) 27 )) 
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nigüòha-jatruà påthu-tuìga-vakñasam 

ävarta-näbhià vali-valgüdaraà ca 

dig-ambaraà vaktra-vikérëa-keçaà 

pralamba-bähuà svamarottamäbham 
    

 nigüòha—包まれて; jatrum—鎖骨; påthu—広い; tuìga—隆起して; vakñasam—胸; ävarta—渦

巻いて; näbhim—臍; vali-valgu—線が刻まれて; udaram—腹部; ca—also; dik-ambaram—dressed 

by all directions (naked); vaktra—curled; vikérëa—scattered; keçam—hair; pralamba—elongated; 

bähum—hands; su-amara-uttama—the best among the gods (Kåñëa); äbham—hue. 
    

 鎖骨はたくましく、胸は広く厚く、臍は深くくぼみ、腹部には美しい線が刻まれている。腕

は⻑く、⻑い巻き毛がその美しい顔にかかっている。一糸もまとわず、その体の色は、主クリ

シュナの肌を彷彿とさせる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの描写からは、その容姿がふつうの男性とは異なること

がよくわかります。その容姿の描写は、人相学にもとづいた典型的な偉人に共通する非凡な姿

を表わしています。体の色は、神々、半神、そして全生命体の頂点にいる主クリシュナの肌の

色を彷彿とさせるのです。 

 

第第第第２２２２８８８８節節節節    
    

XYaaMa& SadaPaqVYavYaae_(r)l/+MYaa 
  ñq<aa&   MaNaaej&  åicriSMaTaeNa ) 
Pa[TYauiTQaTaaSTae MauNaYa" SvaSaNae>Ya‚ 
  STaç+a<aja AiPa GaU!vcRSaMa( )) 28 )) 

    

çyämaà sadäpévya-vayo-'ìga-lakñmyä 

stréëäà mano-jïaà rucira-smitena 

pratyutthitäs te munayaù sväsanebhyas 

tal-lakñaëa-jïä api güòha-varcasam 
    

 çyämam—⿊っぽい; sadä—いつも; apévya—過度に; vayaù—歳; aìga—兆し; lakñmyä—〜とい
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う富によって; stréëäm—美貌の; manaù-jïam—魅力的な; rucira—美しい; smitena—微笑んでい

る ; pratyutthitäù—立ち上がった ; te—彼ら全員 ; munayaù—偉大な聖者達 ; sva—自分の ; 

äsanebhyaù—席から ; tat—それら ; lakñaëa-jïäù—人相学に精通している ; api—〜でさえ ; 

güòha-varcasam—覆われた栄光。 
    

 その肌は⿊みがかり、みずみずしい美しさで輝いている。魅力的な容姿とうっとりさせる微

笑みが、女性の心を惹きつけてやまない。自然ににじみ出る栄光を隠そうとするシュカデーヴ

ァ・ゴースヴァーミーだったが、人相学に精通していた偉大な聖者たちは全員立ちあがり、か

れを讃えるのであった。 

 

第第第第２２２２９９９９節節節節    
    

Sa ivZ<auraTaae_iTaQaYa AaGaTaaYa 
  TaSMaE  SaPaYaa|  iXarSaaJahar ) 
TaTaae iNav*taa ùbuDaa" iñYaae_>aRk-a 
  MahaSaNae SaaePaivveXa PaUiJaTa" )) 29 )) 

    

sa viñëu-räto 'tithaya ägatäya 

tasmai saparyäà çirasäjahära 

tato nivåttä hy abudhäù striyo 'rbhakä 

mahäsane sopaviveça püjitaù 
    

 saù—彼; viñëu-rätaù—（主ヴィシュヌにいつも守られている）マハーラージャ・パリークシ

ット; atithaye—客人になること; ägatäya—そこに到着した者; tasmai—彼に; saparyäm—全身で; 

çirasä—下げた頭で; äjahära—お辞儀を捧げた; tataù—その後; nivåttäù—やめた; hi—確かに; 

abudhäù—知性の足りない; striyaù—女性達; arbhakäù—少年達; mahä-äsane—高座; sa—彼; 

upaviveça—座った; püjitaù—尊ばれて。 
    

 ヴィシュヌラータ（つねにヴィシュヌに守られている者）という名でも知られるマハーラー

ジャ・パリークシットは、頭を深々と下げて主賓のシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーを迎え

た。このときになって、なにも知らない女性や少年たちは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミ

ーの跡についていくのをやめた。居合わせた全員の敬意を受けいれたかれは、用意された高座

に座った。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 その集まりにシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが到着したことで、シュリーラ・ヴャーサ

デーヴァとナーラダ、その他数人を除く全員が立ちあがり、主の偉大な献愛者を迎えたことを

喜んだマハーラージャ・パリークシットは、ひれ伏して全身で歓迎のきもちを表わしました。

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーも心からの歓迎に応え、抱擁し、手をにぎり、うなずき、

そしてとくに父とナーラダ・ムニのまえにひれ伏したあと、主賓席を勧められました。シュカ

デーヴァ・ゴースヴァーミーがパリークシット王と聖者たちにこうして迎えられたとき、それ

までついてきた町の少年や知性の足りない女性たちは、驚き、おじけづきました。そしてかれ

らがそれまでの軽薄な行為をやめたあと、あたりは厳粛で静寂な雰囲気に包まれました。 

 

第第第第３０３０３０３０節節節節    
    

Sa Sa&v*TaSTa}a MahaNa( MahqYaSaa& 
  b]øizRraJaizRdevizRSaºE"  ) 
VYaraecTaal&/ >aGavaNa( YaQaeNdu‚ 
  Ga]Rh+aRTaaraiNak-rE" ParqTa" )) 30 )) 

    

sa saàvåtas tatra mahän mahéyasäà 

brahmarñi-räjarñi-devarñi-saìghaiù 

vyarocatälaà bhagavän yathendur 

graharkña-tärä-nikaraiù parétaù 
    

 saù—シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミー; saàvåtaù—〜に囲まれて; tatra—そこに; 

mahän—偉大な; mahéyasäm—もっとも偉大な者の; brahmarñi—ブラーフマナのなかの聖者; 

räjarñi—王のなかの聖者 ; devarñi—半神達のなかの聖者 ; saìghaiù—〜の集まりによって ; 

vyarocata—適切に報われて; alam—有能な; bhagavän—力強い; yathä—〜のように; induù—月; 

graha—惑星; åkña—天体; tärä—星々; nikaraiù—〜の集まりによって; parétaù—〜に囲まれて。 
    

 つぎにシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは神聖な聖者や半神たちに囲まれた。その様は、

月が星々、惑星、天体に囲まれているかのように見える。華麗なその存在がきわだち、あらゆ

る人々の敬意を一身に受けていた。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 神聖な人物の集まりのなかには、ブラフマルシのヴャーサデーヴァ、デーヴァルシのナーラ

ダ、クシャトリヤ王のなかの偉大な統治者であるパラシュラーマたちがいました。主の力強い

化身の顔もありました。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーはブラフマルシ、ラージャルシ、

デーヴァルシなどの名で呼ばれることはありませんし、またナーラダ、ヴャーサ、パラシュラ

ーマのような化身でもありませんでした。それでも、向けられた敬意はかれらを凌ぐほどでし

た。これは、この世界にいる主の献愛者は主自身よりも敬われるということを表わしています。

ですから私たちは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような献愛者の重要性を過小評価す

るようなことがあってはなりません。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

Pa[XaaNTaMaaSaqNaMaku-<#=MaeDaSa& 
  MauiNa&  Na*Paae  >aaGavTaae_>YauPaeTYa ) 
Pa[<aMYa MaUDNaaRvihTa" k*-TaaÅil/‚ 
  NaRTva iGara SaUNa*TaYaaNvPa*C^Ta( )) 31 )) 

    

praçäntam äsénam akuëöha-medhasaà 

munià nåpo bhägavato 'bhyupetya 

praëamya mürdhnävahitaù kåtäïjalir 

natvä girä sünåtayänvapåcchat 
    

 praçäntam—完璧に穏やかな; äsénam—座っている; akuëöha—躊躇することなく; medhasam—

充分な知性を持つ者; munim—偉大な聖者に; nåpaù—王（マハーラージャ・パリークシット）; 

bhägavataù—偉大な献愛者 ; abhyupetya—彼に近づいている ; praëamya—ひれ伏している ; 

mürdhnä—彼の頭; avahitaù—適切に; kåta-aïjaliù—合掌して; natvä—丁重に; girä—言葉で; 

sünåtayä—優雅な声で; anvapåcchat—尋ねた。 
    

 聖者シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは泰然と座り、知性に満ち、なに訊かれ

てもよどみなく答えるつもりでいた。そこへ偉大な献愛者・マハーラージャ・パリークシット

が歩み寄り、ひれ伏して敬意を表し、合掌しながら風雅な言葉で尋ねた。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 師に尋ねるためにとったマハーラージャ・パリークシットのふるまいは、経典の教えに沿っ

ています。経典は、超越的科学を悟るにはつつましく精神指導者に近づくように、と教えてい

ます。いまマハーラージャ・パリークシットは死ぬ準備をしており、７日という短いあいだに

神の国に入る方法を学ぶ必要に迫られています。これほどせっぱつまった状況に置かれた人こ

そ、精神指導者に近づくべきなのです。人生の問題を解決するつもりでなければ、精神指導者

に救いを求める必要はありません。どうやって師に尋ねたらいいのか知らない人に、師に会う

必要があるものでしょうか。精神指導者の資格は、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーという

人物によって完璧にしめされています。精神指導者と弟子、すなわちシュリー・シュカデーヴ

ァ・ゴースヴァーミーとマハーラージャ・パリークシットは、『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』という媒体をとおして完成の境地を達成しました。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは

父であるヴャーサデーヴァから『シュリーマド・バーガヴァタム』を学びましたが、それを朗

唱する機会がありませんでした。マハーラージャ・パリークシットのまえで『シュリーマド・

バーガヴァタム』を朗唱し、マハーラージャ・パリークシットの質問によどみなく答えること

で、精神指導者と弟子は解放を達成したのです。 

 

第第第第３２３２３２３２節節節節    
    

Parqi+aduvac 
Ahae AÛ vYa& b]øNa( SaTSaeVYaa" +a}abNDav" ) 
k*-PaYaaiTaiQaæPae<a   >aviÙSTaqQaRk-a"   k*-Taa" )) 32 )) 

    

parékñid uväca 

aho adya vayaà brahman 

sat-sevyäù kñatra-bandhavaù 

kåpayätithi-rüpeëa 

bhavadbhis térthakäù kåtäù 
    

 parékñit uväca—幸運なマハーラージャ・パリークシットが言った; aho—おお; adya—今日; 

vayam—私達; brahman—おおブラーフマナよ; sat-sevyäù—献愛者に仕えることができる ; 

kñatra—支配階級; bandhavaù—友人達; kåpayä—あなたの慈悲によって; atithi-rüpeëa—来賓のよ

うに; bhavadbhiù—あなたによって; térthakäù—巡礼地としてふさわしい; kåtäù—あなたによっ

て為されて。 
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 幸運なパリークシットが言う。「ブラーフマナよ。ここに私の来賓として来ていただき、た

だあなたの慈悲心から、私たちをあたかも巡礼地のように清めてくださいました。その慈悲ゆ

えに、なんの価値もない私たち王族が、献愛者に仕えることができるようになるのです」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような神聖な献愛者は、とくに王家の階級のような、

世を楽しもうとする者たちに近づこうとはしません。マハーラージャ・プラターパルドラは主

チャイタンニャの従者でしたが、主に会いたいと思ったとき、王だったかれに主は会いません

でした。神のもとに帰りたいと願う献愛者に、２つのことがきびしく禁じられています。俗的

な享楽者と女性との交わりです。ですから、模範的な献愛者であるシュカデーヴァ・ゴースヴ

ァーミーは、国王に会うことに関心はありません。もちろん、マハーラージャ・パリークシッ

トの場合は事情が異なります。王ではあっても偉大な献愛者ですから、シュカデーヴァ・ゴー

スヴァーミーは、かれが最期を迎えようとしていたときに会いに来たのです。マハーラージャ・

パリークシットは先代の王に匹敵する偉大な王ではあったのですが、献愛者としての謙虚な思

いから、自分は偉大なクシャトリヤの先祖にはとうてい及ばない無価値な子孫であると感じて

い ま し た 。 王 族 で は あ っ て も そ の 資 格 の な い 息 子 を ク シ ャ ト ゥ ラ ・ バ ン ダ ヴ ァ

（kñatra-bandhava）、ブラーフマナの無価値な息子をドゥヴィジャ・バンドゥ、あるいはブ

ラフマ・バンドゥといいます。マハーラージャ・パリークシットはシュカデーヴァ・ゴースヴ

ァーミーといることに大いに勇気づけられました。いるだけで巡礼地を神聖化する偉大な聖者

が目のまえにして、自分が浄化されたと感じたのです。 

 

第第第第３３３３３３３３節節節節    
    

Yaeza& Sa&SMar<aaTa( Pau&Saa& SaÛ" éuÖyiNTa vE Ga*ha" ) 
ik&-         PauNadRXaRNaSPaXaRPaadXaaEcaSaNaaidi>a" )) 33 )) 

    

yeñäà saàsmaraëät puàsäà 

sadyaù çuddhyanti vai gåhäù 

kià punar darçana-sparça- 

päda-çaucäsanädibhiù 
    

 yeñäm—〜である者の; saàsmaraëät—思いおこすことで; puàsäm—人物の; sadyaù—すぐに; 
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çuddhyanti—浄化する; vai—確かに; gåhäù—すべての家; kim—何; punaù—ならば; darçana—会

っている; sparça—触れている; päda—足; çauca—洗っている; äsana-ädibhiù—席を勧めるなど。 
    

 あなたを思うだけで、私たちの家は神聖化されます。ならばあなたを見る、あなたに触れる、

あなたの聖なる御足を洗う、そして家に招いて席をお勧めする結果は言うまでもありません。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 神聖な巡礼地の重要性は、そこに偉大な聖者や聖人が住んでいるという点にあります。罪な

人々が聖地を訪れ、自分たちの罪をそこに残して帰り、結果としてその罪が積まれていく――

と言われています。しかしそこに住む偉大な聖者によって罪が消毒され、その聖地は、かれら

の力でいつでも純粋な状態でありつづけます。もしも聖者が一般人の家を訪ねれば、俗な享楽

者が作りだした罪も中和されていきます。ですから、聖なる人物は世帯者に関心があって訪ね

てくるのではありません。その家を神聖にするためだけに来るのですから、感謝しながら聖者

を迎えなくてはなりません。聖者の名誉を傷つける世帯者はたいへんな冒涜者と言えるでしょ

う。ですから、神聖な人物にひれ伏さない世帯者は、その日は絶食し、その大きな冒涜を消さ

なくてはならない、と教えられています。 

 

第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

SaaiàDYaatae MahaYaaeiGaNPaaTak-aiNa MahaNTYaiPa ) 
      SaÛae NaXYaiNTa vE Pau&Saa& ivZ<aaeirv SaureTara" )) 34 )) 

    

sännidhyät te mahä-yogin 

pätakäni mahänty api 

sadyo naçyanti vai puàsäà 

viñëor iva suretaräù 
    

 sännidhyät—その存在のために; te—あなたの; mahä-yogin—偉大な神秘家よ; pätakäni—罪; 

mahänti—難攻不落の; api—〜にもかかわらず; sadyaù—すぐに; naçyanti—克服される; vai—確

かに; puàsäm—人の; viñëoù—人格主神の存在のような; iva—〜のように; sura-itaräù—半神達

以外に。 
    

 聖者よ、偉大なる神秘家よ！ 無神論者が人格主神のいるところにいつづけられないように、
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人間が犯す難攻不落の罪は、あなたの存在によってたちどころに克服することができます。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人間は、無神論者と主の献愛者という２種類に分けられます。主の献愛者は神聖な質を表わ

していることから、半神と呼ばれていますが、いっぽう無神論者を悪魔といいます。悪魔はヴ

ィシュヌ、人格主神のいるところは耐えられません。かれらはいつも人格主神を負かそうとし

ているのですが、じっさいは、主の名前、特質、崇高な娯楽、主にかかわるもの、多様性など

という形で人格主神が姿を見せれば、かれらのほうがすぐに克服されます。幽霊は主の聖なる

名前が唱えられている場所にはいられない、と言われています。偉大な聖者と主の献愛者は、

「主にかかわるもの」のリストに入っており、神聖な献愛者がいるところは、幽霊のような罪

はすぐに姿を消します。それが全ヴェーダ経典の意見です。だからこそ神聖な献愛者とふれあ

うことだけが勧められているのであり、それができれば、この世の悪魔も幽霊も、不吉な力を

発揮することはできません。 

 

第第第第３５３５３５３５節節節節    
    

AiPa Mae >aGavaNa( Pa[qTa" k*-Z<a" Paa<@uSauTaiPa[Ya" ) 
       PaETa*ZvSaeYaPa[qTYaQa|     TaÓae}aSYaatabaNDav" )) 35 )) 

    

api me bhagavän prétaù 

kåñëaù päëòu-suta-priyaù 

paitå-ñvaseya-préty-arthaà 

tad-gotrasyätta-bändhavaù 
    

 api—明確に; me—私に; bhagavän—人格主神; prétaù—喜ばせた; kåñëaù—主; päëòu-suta—パ

ーンドゥ王の子息達; priyaù—愛しい; paitå—父親との関係において; svaseya—妹の子息達r; 

préti—満足 ; artham—〜について ; tat—彼らの ; gotrasya—その子孫の ; ätta—受けいれた; 

bändhavaù—友人として。 
    

 パーンドゥ王の子息たちが心から愛する主クリシュナ・人格主神は、私を親族の一人として

受けいれてくださった。ご自分の従兄弟や兄弟を喜ばせたい一心で。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
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 主の純粋かつ無二の献愛者は、幻想でしかない家族に執着している一般人よりも巧みに家族

に仕えます。だれもが家族に執着しており、人類が経済発展を目指す衝動は、この家族への愛

着に支えられています。惑わされたそのような人々は、主の献愛者になったほうが家族により

よい奉仕ができることを知りません。主は献愛者の家族と子孫を特別に守ります――その家族

が献愛者ではないとしても！ マハーラージャ・プラフラーダは主の偉大な献愛者でしたが、

父ヒラニャカシプはたいへんな無神論で、みずから主の敵と宣言した男でした。それでも、マ

ハーラージャ・プラフラーダの父親だったために解放されました。主は親切な方ですから、献

愛者の家族をぜったいに守ろうとし、こうして献愛者は、献愛奉仕をするために家族のもとを

離れても心配する必要がなくなります。マハーラージャ・ユディシュティラとその兄弟たちは、

主クリシュナの叔⺟であるクンティーの子息で、パリークシット王は、自分がその偉大なパー

ンダヴァ兄弟のただ一人の孫だからこそ、主クリシュナに寵愛されていることを認めています。 

 

第第第第３６３６３６３６節節節節    
    

ANYaQaa Tae_VYa¢-GaTaedRXaRNa& Na" k-Qa& Na*<aaMa( ) 
iNaTara&  iMa]YaMaa<aaNaa&  Sa&iSaÖSYa  vNaqYaSa" )) 36 )) 

    

anyathä te 'vyakta-gater 

darçanaà naù kathaà nåëäm 

nitaräà mriyamäëänäà 

saàsiddhasya vanéyasaù 
    

 anyathä—そうでなければ; te—あなたの; avyakta-gateù—動きが見えない人の; darçanam—会

っ て い る ; naù— 私 の た め に ; katham— ど う や っ て ; nåëäm— 人 々 の ; nitaräm— 特 に ; 

mriyamäëänäm—死のうとしている人々の; saàsiddhasya—完全に完璧な人物の; vanéyasaù—自

発的な現われ。 
    

 そうでなければ（主クリシュナの導きがなければ）、だれにも知られることなく移動し、ま

た死の淵にいる私たちに見られることのないあなたが、みずから進んでここに集まられること

があるでしょうか。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 まちがいなく言えるのは、偉大な聖者シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、偉大な献愛者

であるマハーラージャ・パリークシットのまえに現われ、そして『シュリーマド・バーガヴァ

タム』の教えを伝えるために、主クリシュナに導かれたということです。精神指導者と人格主

神の慈悲を授かれば、主への献愛奉仕の核心を得ることができます。精神指導者は、私たちが

窮極の成功を得られるよう主によって遣わされた、そして姿となって表わされた代表者です。

主に権威づけられていない人は精神指導者にはなれません。シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴ

ースヴァーミーは正しく認められた精神指導者であり、だからこそマハーラージャ・パリーク

シットのまえに現われ、『シュリーマド・バーガヴァタム』の教えを伝えるよう主から導かれ

ました。主が遣わした真実の代表者から恩寵を授かれば、神のもとに帰るという窮極の成功も

授かります。主の真実の代表者に出会った献愛者は、いまの体を去ったあとにまちがいなく神

のもとに帰ることができます。しかしこれは、献愛者自身の真剣さにかかっています。主は全

生命体の心臓のなかに座っており、すべての個々の人がどう行動しているのかをよく知ってい

ます。ある魂が神のもとに帰りたいと強く願っていることを知ると、主はすぐに真の代表者を

送ります。こうして主によって、誠実な献愛者は神のもとに帰ることが保証されるのです。結

論として、精神指導者の支えや助けを得ている人は主自身からじかに助けてもらっている、と

言えます。 

 

第第第第３７３７３７３７節節節節    
    

ATa" Pa*C^aiMa Sa&iSaiÖ& YaaeiGaNaa& ParMa& GauåMa( ) 
PauåzSYaeh   YaTk-aYa|   iMa]YaMaa<aSYa  SavRQaa )) 37 )) 

    

ataù påcchämi saàsiddhià 

yoginäà paramaà gurum 

puruñasyeha yat käryaà 

mriyamäëasya sarvathä 
    

 ataù—で すから ; påcchämi— 懇願 する ; saàsiddhim— 完成への道 ; yoginäm— 聖者 達の ; 

paramam—至高者 ; gurum—精神指導者 ; puruñasya—人物の ; iha—現世で ; yat—何でも ; 

käryam—義務; mriyamäëasya—死のうとしている者の; sarvathä—あらゆる意味で。 
    



 43 

 あなたは偉大な聖者や献愛者たちの精神指導者です。ですから、だれにとっても、とくに死

のうとしている者にとって完璧な道をしめしてくださるよう乞い願います。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ほんとうに完成の道をきわめたいと思っていなければ、精神指導者に近づく必要はどこにも

ありません。精神指導者は世帯者の飾り物ではないのですから。ふつう、流行にふりまわされ

る物質主義者は、名ばかりの精神指導者に仕えてもなんの利益も得ていません。にせもの精神

指導者はいわゆる弟子たちの機嫌をうかがい、その結果、師と従者はどちらもまちがいなく地

獄に行きます。マハーラージャ・パリークシットは正しい弟子です。関心を抱くすべての人に

とって、とくに死にかけている人にとって重要な質問をしているからです。マハーラージャ・

パリークシットが⼝にした質問は、『シュリーマド・バーガヴァタム』の完璧な理論の基本原

則です。では、偉大な師がこれからどのように知的に答えるかを見守りましょう。 

 

第第第第３８３８３８３８節節節節    
    

YaC^¥aeTaVYaMaQaae JaPYa& YaTk-TaRVYa& Na*i>a" Pa[>aae ) 
SMaTaRVYa&  >aJaNaqYa&  va  b]Uih YaÜa ivPaYaRYaMa( )) 38 )) 

    

yac chrotavyam atho japyaà 

yat kartavyaà nåbhiù prabho 

smartavyaà bhajanéyaà vä 

brühi yad vä viparyayam 
    

 yat—何でも; çrotavyam—聞くに値する; atho—それについて; japyam—唱えた; yat—〜である

ものも; kartavyam—実行した; nåbhiù—一般大衆によって; prabho—おお師よ; smartavyam—思

いおこされるべきもの; bhajanéyam—崇拝できる; vä—どちらも; brühi—どうか説明してくださ

い; yad vä—〜かもしれないもの; viparyayam—その原則に反する物事。 
    

 どうかお教えください。人はなにを聞き、唱え、思いだし、崇拝すべきかを、そしてなにを

すべきではないかを。どうかこのことを私に説明してください。 
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第第第第３９３９３９３９節節節節    
    

NaUNa&  >aGavTaae  b]øNa(  Ga*hezu  Ga*hMaeiDaNaaMa( ) 
Na l/+YaTae ùvSQaaNaMaiPa GaaedaehNa& KvicTa( )) 39 )) 

    

nünaà bhagavato brahman 

gåheñu gåha-medhinäm 

na lakñyate hy avasthänam 

api go-dohanaà kvacit 
    

 nünam—なぜなら; bhagavataù—非常に力強いあなたの; brahman—おおブラーフマナよ; 

gåheñu—その家に; gåha-medhinäm—世帯者達の; na—〜ではない; lakñyate—見られる; hi—確か

に; avasthänam—〜に留まる; api—〜でさえ; go-dohanam—乳牛の乳を搾っている; kvacit—希に。 
    

 力強きブラーフマナよ。あなたは、乳牛の乳を搾るに必要な時間だけしか世帯者の家にとど

まらない、と言われています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 放棄階級の神聖な聖人や聖者たちは、早朝、世帯者が牛のミルクを搾るときにその家を訪ね、

生きていくためだけに牛乳を乞います。乳牛の乳房から得られる500ミリリットル程度の牛乳

は、大人に必要なビタミンが充分含まれています。たいへん貧しい世帯者でも最低10頭の牛を

飼い、それぞれが10〜20リットルぐらいの牛乳を出しますから、托鉢僧がきて牛乳を乞うても

ためらうことなく差しだします。世帯者は、自分の子どものように聖人や聖者を養うのが義務

です。ですから、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような聖者は、早朝、世帯者の家を訪

ねても５分以上とどまることはありません。言いかえると、そのような聖者が世帯者の家にと

どまっている様子はめったに見られないということであり、ですから、マハーラージャ・パリ

ークシットは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーにできるだけ速く教えを授けるよう祈りを

ささげているのです。世帯者はまた、訪ねてきた聖者から超越的な情報を授かるほどの知性を

持たなくてはなりません。市場で手に入るようなものを聖者にせがむのはじつに愚かなことで

す。聖者と世帯者の関係はそうあるべきです。 
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第第第第４０４０４０４０節節節節    
    

SaUTa ovac 
WvMaa>aaizTa" Pa*í" Sa raja ë+<aYaa iGara ) 
Pa[TYa>aazTa  DaMaRjae  >aGavaNa(  badraYai<a" )) 40 )) 

    

süta uväca 

evam äbhäñitaù påñöaù 

sa räjïä çlakñëayä girä 

pratyabhäñata dharma-jïo 

bhagavän bädaräyaëiù 
    

 sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った; evam—このように; äbhäñitaù—

語って; påñöaù—そして〜を尋ねた; saù—彼; räjïä—王によって; çlakñëayä—心地よさによって; 

girä—言葉; pratyabhäñata—答え始めた; dharma-jïaù—宗教原則を知る者; bhagavän—力強い人

物; bädaräyaëiù—ヴャーサデーヴァの息子。 
    

 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「パリークシット王は、心地よい言葉を使

って聖者にこのように話し、尋ねた。それに対し、宗教原則を知り、偉大かつ力強い人物であ

るヴャーサデーヴァの子息が答えていった」 
    

 これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第1９

章、「シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの降誕」の要旨解説を終了します。 


